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宗像市は福岡市・北九州市の中間に位謹し、両大都市への通勤1111となっ

ており、両政令都市の結節都市としての様相を濃くしています。

本市はこのような状況のなかで、「学術・文化都市」としての将来構想実

現へ向けて着実に歩みを続けています。

今回報告の遺跡は、市北部の大型住宅開発に先行して発掘調査を実施し

た遺跡です。発掘調査では古墳時代の窯跡群が検出され、数多くの重要な

遺物が出土しています。

宗像市内を束西に貫流する釣Illの北部に分布がみられる窯跡群は、県下

では18筑紫郡の牛頸窯跡群に匹敵するほどの大窯跡群といえます。

今回の調査は、現段隋での当該地域における須恵器生産の最古期にあた

り、古代窯業生産の解明にとって重要な位置を占めることがわかりました．

本書が広く文化財の保護および学術研究の一資料として貢献することを

念願するとともに、発掘調査全般にわたってご協力いただいた多くの方々

に心から感謝の意を表する次第であります。

平成元年3月31日

宗像市教育委員会

教育長森下照清
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例 言

I. 本書は、宗像市教育委員会（当時は宗像町）が1982(昭和57)年に発掘調査を行

った扁兒暉紺籟雄の報告書であり、宗像市文ftllす調査報告書の第22集にあたる。

2. 発掘調査は、宗像市が大和団地株式会社からの受託事業として実施し、福岡県教

育委員会の援助を得た。

3. 出土遺物の監理1;.,宗像市教育委員会文化財整理室と九州歴史資料餓（指導 岩

瀬正信）とで行った．

4. 遺構実測図は酒井仁夫 ・Ill述昭人・木下修・原俊一・伊崎俊秋・斉藤・大庭・三

角が作成した．

5. 遺物実測は若松三枝子・佐藤みゆき・伊崎が行った。

6. 遺構・遺物実測図の浄書は豊福弥生・鶴田佳子・伊崎が行った。

7. 遺構写真は原・伊崎が、遺物写真は石丸洋.,員原悦子が撮影した。

8. 本書に示した方位は国土調査法第1I座標系にもとづく座標北である．

9. 掲載した実測図のうち、出土土器の縮尺は基本的に1/3であるが、断面の下端右

側に●印を付したものは1/6である．

10. 本書の執筆は I-A-1とI-Bを原が、そのほかを伊崎が行った．

11. 本書の編集は伊崎が行った。

;___ 

, 



本 文 目 次
(I{) 

I. はじめに．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

\~i/ll~ こ芯過・ニ．ロニ：：ロニ：：：：：::: ロニ：：：：：：ロニ：：：：：：：二：：□：
B _2 亙調置~t"';:•.. ::: 二：二：二．ロニロニ：二：：：：：：：：：:::::::::: ・ロニ：：：

II~ 調：構~~'/,:~ロニ：：．：：：：：：二：:::::: 二：：．：：：．：・ロ．．：：：：：：：：．：．．．：．：．：：二：．：：：•

B.1 i!ll! 1 号踏；；ロニニ：：：：：：二：：：：：：：：：：：二：:: 二：．：：．：：：：：．：：：：：：：：．：．．．．：：：
2. 2 号窯踪..............................................................................19 

3. 3 号窯跡・·····················································•·······················26
4. 4 号窯騎..............................................................................37 

C. 竪穴遺構 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・46
m. おわりに・...................................................................................54 
A. 遺構につ 9ヽ て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・54

B. 遺物につしヽて ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・55

I 

ー

ー

2
 
4
 
6
 
6
 8
 8
 

図

図版 l

図版2

図版 3

図版4

図版5

図版6

図版7

賑 目 次

稲元日焼原窯跡群航空写真

稲元日焼原窯跡群全景（東から）

（上） 日焼原1号窯跡（南から）

（下） 日焼原1号窯跡（北から）

（上） 日焼原1号窯跡窯尻上層土器出土状態（北から）

（下） 日焼原1号窯跡窯尻上層土器出土状態（南から）

（上） 日焼原1号窯跡窯尻上層土器出土状態（西から）

（下） 日焼原 1号窯跡焼成室壁面工具痕

（上） 日焼原 1号窯跡前庭部（東から）

（下） 日焼原 1号窯跡前庭部上層K-1

（上） 日焼原2号窯跡（東南から）

（下） 日焼原2号窯跡（北西から）

' 

ii.i’
ー

ー

ー

・

1

ー
ム

.. __ _J 



図版8 日焼原2号窯跡断面

図版9 日焼原2号窯跡煙出し・窯屁部分

図版10 （上） B焼原3号窯跡 0東南から）

（下） B焼原3号窯跡（北西から）

図阪II （上） 日焼原3号窯跡前庭部断面

（下） 日焼原3号窯蹄 1次床面土器出土状態

図版12 日焼原4号窯跡（東から）

図版13 (J:) 8焼原4号窯跡（東から）

（下） B焼原4号露跡（西から）

図版14 日焼原1号窯跡出土土器 I

図版15 H焼原1号窯跡出土土諾2

図版16 B焼原1号窯跡出土土器3

図版17 日焼原 1号窯跡出土土器4

図版18 日焼原2号窯跡出土土器1

図版19 日焼原2号窯跡出土土器2

図駈20 日焼原2号窯跡出土土器3

図版21 日焼原2号窯跡出土土器4

図版22 日燒原2号窯跨出土土器5

図版23 日焼原3号窯跡出土土器1

図版24 日焼原3号窯跡出土土器2

図版25 日焼原3号窯跡出土土器3

図版26 8焼原3号窯跡出土土器4

図阪27 B焼原3号窯跡出土土器5

図阪28 B焼原3号窯跡出士土器6

図版29 a焼原3号窯跡出土土器7
図版30 日焼原3号窯跡出土土器8

図版31 日焼原4号窯跡出土土器1

図阪32 日焼原4号窯跡出士土器2

図版33 日焼原4号窯跡出土土器3

図版34 日焼原4号窯跡出土士器4

図版35 日焼原4号窯跡出土土器5

図版祁 日焼原4号竪穴出土土馬 (T416)

図阪37 日焼原窯跡群出士士馬・紡錘車等

図版38 日焼原窯跡群K-1, 4号窯跡. 1号竪穴出土土器

L .~ ー＇：

' 
,
1
1
 



挿 図 目 次

第 1図

第 2図

第 3図

第4図

第 5図

第6図

第 7図

第 8図

第9図

第10図

第II図

第12図

第13図

第14図

第15図

第16図

第17図

第18図

第19図

第20図

第21図

第22図

第23図

第24図

第25図

第26図

第27図

第28図

第29図

第30図

第31図

遺跡位置図 (1/50,000)

遺跡団辺地形図 (1/5,000)…..................................................................

稲元日焼原窯跡群遺構配置図 (1/200)・…………............................... ……・ 折込

B焼原 1号窯跡実測図 (1/80)

日焼原2号窯跡実測図し1/80)

日焼原2号窯跡断面図 (1/40)

H焼原3号窯跡断面図 (1/40)

日焼原4号窯躊実測図 (l/80)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

艮

5

6

，
 

............................................................ 折込

日焼原 1号窯跡出土土器実測図① (l/3) ....•...•.................•........................ 10 

a焼原 1号窯跡出土土器実測図② (1/3,1/6)・・・・・・・・ …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11 
81/t原1号窯跡出土土器実測図③ (l/3) •••..•....•.•..•.••••.••••••.••..•.•.... …・・・・・・・・12 

日焼原 1号窯跡出土土器実測図④ (l/3,1/6)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 

日焼原 1号窯続出土土器実測図⑤ (1/3, 1/6)···········································•·14 

日11t原1号窯跡出土土器実測図⑥ (l/3, 1/6) ••••••••.•.••.•..•....•...••................. 15 

日11t原1号窯餘出土土器実測図⑦ (l/6)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16 

日焼原 1号寒跡前庭部上層出土K-1出土状態実測図 (1120)

ーー日焼原K-1実測図 (1/4)...............•..........•.............•................•.•.•••••.•. 18 

ロニニ:::::ロニ：：：：:::::::::::::::::::::::::::::: 
日焼原2号窯跨出土土器実il11図① (1/3)•·····•········································•···21 

日焼原2号窯跡出土土器実測図② (1/3) ...•..•..... ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・、...............22 

B焼原2号窯跡出土土器実測図③ (1/3)·········•·•·······································23 

日焼原2号窯跡出土土器実測図④ (1/3)·····················•··············· ー.............24 

日燒原 2号窯跡出土土器実測図⑤ (1/3.1/6)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25 

H焼原3号窯跡実測図 (1/80) ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．折込

刀

日焼原3号窯跡杯出土状態実測図 (1/20) 2 8 

8焼原3号窯跡出土土器実測図(I)(l/3) ................................................... 30 

8焼原3号窯跡出土土器実測図② (l/3) ................................................... 31 

日焼原3号窯跡出土土器実測図③ (l/3) ................................................... 32 

日焼原3号窯踪出土土器実測図④ (l/3) ................................................... 33 

日燒原3号窯跡出土土器実誕図⑤ (1/3) ................................................... 34 

日燒原3号窯跡出土土器実測図⑥ (l/3) ................................................... 35 

B焼原3号窯跡出土土器実測図⑦ (1/3) ................................................... 36 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．折込

L 

,1,・'；
9
9
9
[
‘
‘
-

• し△



し●）

第321:11 日焼原4号窯跡断面図 (1/40) ............................. ……................... ……... 38 

第33図 日焼原4号窯跡出土土器実肌図① ll/3) .................. ………......................... 40 

第34図 日煉庫4号窯跡出土土器実測図② (l/3) ........ …........................................ 41 

第351:11 日焼原4号窯跡出土土器尖測図③ (l/3) ............................................ ……. 42 

第361:!1 日焼原4号窯跡出土土器実測図④ (1/3) ................................................... 43 

第37図 日焼原4号窯跡出±土器実測図⑤ (1/3.1/6) ............................................. 44 

第381:11 日焼原4号窯跡出土土器実測図⑤ (1/3.1/4)·····•··•······--·•··················· ….... 45 

第391:11 日焼原 1-3号竪穴出土土器実測図① (1/3. l/6) ....................................... 48 

第40図 日焼原3・4号竪大出土土器実測図② (l/3) ............................................. 49 

第411:11 日焼原4・5号竪穴出土土器実副図③ ll/3)・・・・・・・・----・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・so 

第42図 日焼原窯跡群出土土馬その愉実調図 1112)................................................ 52 

第431:11 日燒原4号竪穴出土土製品（盆）実測図 (J/4) •.........•.......•.•....••••••.•• …….. 53 

表 目 次

'"' 稲元8焼原窯跡群出土土器観察表①～⑳ ......................... …, ........... …, ............. 57-80 

写真挿図
(li) 

Fig.I 故酒井仁夫氏をかこんで（久原遺踪）•…．．．．．．．．．…………………...................…... 3 

Fig.2 日焼原 1号窯跡・........................................................................、.............17 

L 

.• ~; 



I. litめに A. 綱企のu過

I . は じめに

A. 調査の経過

I. 調査に至る経過

宗像町（現部象市）稲元地区に大相団地株式会社が開発に乗り出したのは1972年12月以紐の

ことである．現在 (1989年3月）までに 4期にわたる工事が実施され、約60万吋に及ぷ面積が

宅地化されている．

1期工事（約13万m')では、 197坪の冬に現馳踏企を行い、古墳時代の円墳を 4基確認した．

同年の12月19日には事業者から垣蔵文fl'..llオの発掘届が出され｀協譲を経た後の翌1975-'f2月か

ら3月にかけて天理大学を中心とした調査団による発掘調査が実應された．

調査開始時に、事前踏査で確認されていた、最北よりの円墳1基は．重機により破壊されて

消滅していた。調査の途中で新たに 3基の古墳が発見され、最終的には 6基の古墳が発掘され

'"" て｀翌1976'引こ報告書が刊行された。

調査にかかる資料のうち、出土遺物は宗像市教育委員会に、実測図・ フィルム等の資料は天

理大学に保管されている．

1次調査の段階で南蹟および、東側に延びる丘陵尾恨上にも連続する 2詳の古墳群が認めら

れており、 2期工事部分ではあるが．継続して綱査をしてほしいとの協議があった．このため

1975年7月から 9月にかけて、嚢井祐介氏を代表とする稲元古墳群遺跡調査会によって、事婁

地にはいる南Illの1群である、丘陸尾根上に分布する 5基の古墳と 1基の直骨器の調査が行わ

'"" れた。調査終了後の1975-'f9月に調査慨要が出された．

調査にかかる全ての資料は宗像市教育委員会に保管されている．

1981年夏になって 2期工事（約25万m')が着工の運びとなり、既調査以外の事業尾内の文化

財についての依頼があった。 8月から 9月にかけての現地踏査の結果は．現状での遺情の検出

にはいたらなかったが．宗像特有の掘りかたの深い遣構検出の経験から、主要な尾恨上に重機

による試掘を行った。結果として遺講は検出されずに工事は着工となった．

同年の12月に入って大字稲元字日焼原在住の田中ー氏から自宅前の工事中の斜面に大量の須

恵器と炭の層が見られるとの連絡をうけて｀現地へ急行したところ、丘陸南鋼の急斜面に灰原

を切るようにして窯跡の断liiが露出していた。急拠大和団馳株式会社と協譲を行い、編圏県教

育委員会文化課の祇遣を得て、年明けの 1月から調査に入り、 2月には完了することができた。

it 1. 稲元古墳群調査団『稲元古墳巽賽1期綱全111告 1975#』 1976

it2. 稲元古噴11舅査団『稲元古墳群第2期調査Ill告,,,,,
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I. "じめに

2. 調査中の経過

稲几窯紛詳B娩原土詳の兌掘調丘は1982し昭和57)年 1月13日から 2月128までの間に実薦

した。

1月13日に｀それまで調企していた相原の現場から器材を移動し、テントを設言して発抵を

開始した．翌14日まで睛れていたものの15日午後からは小面となり夜にはそれか言にかわって

翌16日から19日まで3日間も降り統いた。 20日には晴れ間がのぞきはじめたもののテントは倒

壊し、かつ調査地点が糾画のため滑って危険なので結局22日から再開したのであった。

この228には開発業者たる大和団地の但当の人と調査日程について協議することとなり、 2

日半ばまでに終わってくれるよう要讀があった。 27B頃には窯が4基と竪穴（土塙）が数基存

するのみとわかり. 2月半ばを目ざして途中日雌日も返J::して調査を進めていった。

2号窯跨が20次にもわたる床面を有していたためにやや発掘に手間どったが｀途中の小営．

みぞれをもの')こえて 2月9日には発掘を終了した。翌10日にはヘリコプクーによる航空写真

を撮影し、 12日に遠景写真を撮って全てが終了となった。この間、正味24日閲を要した。

調査着手時には 2・3号窯前庭部の崖面から下方の都市計画道路面までは!Omほどの絶壁と

なっており斜面であることもあわせて、きわめて危険を伴うものであった。そのような屯雪、

みぞれ、小雨の中を発掘調査に従事された作業員の皆さん（下記）と関係各位に深甚の謝意を

表します。

なお、調査の靖緒から現場にともに立ち．しばらくの間いっしょに調査した酒井仁夫氏は去

る1碑8年1月ll日、他界された．慎んで御冥福を祈り上げます。

［調査の組織）

く発掘調査） (1碑2年 1-2月）

総 括 宗像市教育委員会 教 育 長 竹原 瑛（故A)

教育部長 白木国明

社会綬育課長 牧田俊次

社会教育係長 竹村 功

＂を務） 主 事 北野陵文

（会計） 主 事 石松幸子

調査担当 福岡県教育委員会管理部文化課

主任技師 酒井仁夫（故A)

主任技師 Ill述昭人

主任~ 技師 木下 修

技 師 伊崎佼秋
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A. 載住の経過

整 理＞

総 括 本1象,Ii教ff委H会 ，，， 育 長 森下照清

教育郎長 山1H 政信

社会教育課長 吉1B 蜻利

文化係長 尾山 清

1庶務・全計） 主 事 大賀由美子

梵理I!!当 饂岡県教育委員会指導第二部文化課

主任技師 伊崎悛秋

◎発攘に従事された皆さん

宮fll持喜・田中 ー・長谷lll!fl幸・ 花田 茂・中村好太郎・石田喜代子・桜井順美・

石田信香・龍井彰子・小方幸代・長谷Ill 和枝•長谷Ill テル子・中島幸子・斉藤・大庭

・三角

F;g.l 故酒井仁夫氏をかこんで 1久原遺跡）
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B. 位置と環境

福料iii.巖遺跡IHi政区の大祖に輝焼原に所在し．市の北部、宗像郡玄海町と逗賀覇1岡
坦町との境にある~L大寺山 1499.omIから西南に祇生する丘陵上に位置する．遺跡は函北に深

く1!11析された東向さ丘陵の急糾面にある．遺跡を含む一帯は1954年までのmi'I東村 9河東・須
＼社,・

恵・山田・平等寺・稲元・池浦）である。現在の大字河東• 項恵・山田・稲元は市の大半の窯
［荘"

跡の分布域となっている。稲元は中世までは『稲本」とよばれていた．

""' かつて大字河東字大浦の丘陵から、須恵器の土馬の報告がなされている。最初の窯跡の調査

直"
は当時の饂岡教育大学敗授の波多野院三氏によって1971年に実施された。その後窯跡発見の報

9註" • 請"
告が2件続いた.,潤2年には稲元黒巡遺跡の調査が実籠され、 6世紀後半の窯跡が踵認された．

9註"
本遺蒻ののる丘陵の西鋼尾根線上では 2件の古墳群の調企が197胡平実施されている。市内で

9荘● 9

調査された 3件の横穴群は稲元を中心として釣）IJの北部に全て分布がある．

註 1.平安ii文會石文編49 大冶SUI珀9年10月"日付の経緯に「筑崩Iii宗像宮内洞東H太日光寺」とある．

註,.号遺文金石文..... 稲元』ヽ幡立付近出土のに平4(11311)年9月ね日付の経蘭9こ’餓酉滋.,之慎宗僧

宮内楢本付」とある．経縞は滑石饗で周囲を木炭で允囀Lていたという．円形の閾身｀万彰の屋祖形の

＂、宝珠が残存する。

註,.田中幸夫 ""'"'前発見祝麦島の二例」考古学渥誌お暑7号 楓告資料は騒元日糟阿員跨のものと飢

ており、エ房が同一，，可祗性しある．この輯告を盪会に出土地鱈辺を祠東大浦遺躊とLて記しておさた

,, ・

註,.誠多屹 ,,,,, 黒迄須怠憲虻』五紫史論第一号 畜會墓奴／こより 9基の窯騎が藷認されているが．

遣拍の詔介がなく峙期等については不明．

註5.曇次雄 l函漆像邸須患新池の窟鱒孵の須逗邑響馬の胡6号大字稲元字日燒原地内にあり..基

，，窯蒻が櫂告され...7世紀にあたる．

中11,.. 泊 I螂＇宗像郡宗懺町朽東字須恵属辺に所在する襄踪群について」馳蛾相研究●号 こ，，地"

埓須乏字宮ノ裏にあたり.6・7量紀の須恵器が紹介されている．あわせて新池亀区の採集資料と大

字須悪字乎廉採集資得し記載されている。

註6. I蹄坪．．宗像市敏育委員会鯛奎．丘険を挟んだ 2つの小谷に各 111の窯鯵がみとめられた• A欝ltlO羞

直の醒躊が琴定で・さ．このうち，，並列する 3 基の翼査を行った．•群"徴基程度と考えられ:. l基の
，，を綱査した。

註,.西谷真治ほか l釘● 『幅元古墳醇 蜻1期調査輯告』福元古墳鮮躙査団 未胄査眩填9肖識古墳1羞調

釦古墳は6基である．蒻聞の単独墳l基と 5藝紀の横穴式石呈を主体部とす..., 墳 5 基で構成•れてい

る．

蘊井枯介"か l姻＇繭元古墳壽昂 2闊鋼査籠告』襦元古墳醇鯛査団 尾概編上に5檻紀から6世紀

にかItて違紐する 5驀，，古墳と＊葬墓l基を肩査している．

註8.編崎久戸横穴群．描元久保鑽穴群．須恵須買濾鑽穴群．
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1. 糧元日讐II遣●
s. 須恵須賀浦遺鯵．
,. 稲元麗迄窮鰭

B. 位置と·~墳

""'口._,__ ,,, ● ,,  ー・""漏・--
2. 稲元古墳群 3. 久戸古墳葬 .. 櫨元久保遺鷺

.. 釣 111 遣騎 1. 河東＊湯遺騎 8. 編元黒迄遺鱒

10. 緬元日織原新穐の窪騎 ll. 須芝宮／裏古地の窺鑢

・古JJI群 量前方後円墳 ■横大墓評 ..震鰭孵
第1図遺 躊 位置 図 (1/50.000)
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＂． 調査の紀鯰

II. 調査の記録

A. 遺構の概要

1982年 1月13日-2月12日の正昧24日間における発厖調査で検出した遺構・遺物（土器以外

，，，特殊品）は次のようであった。

•窯躊 9 基

1号窯ー3回の床面・・ 1号竪穴に切られる。前庭睾に合せ甕あり。

2号窯ー20国の床面・・・釉錘単出土

3号窯ー7国の床面・・4号竪穴に切られる．

4号窯ー9回の床面

•竪穴 5 基

4号竪穴から土馬・埴製盆？・製塩土謡？出土

-6-
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A. 遺構の概費

交する方向に築かれている。

4基の窯（図版 l・2、第 3図）は｀大略東南から北西に向かって主軸をもち｀等高線に直

9基といこ築窯当初はトンネル状に地UJをく＇）ぬいたものであっ

たと思われる。全て無陪無段の翌窯である．

各窯踏の説明の前に、窯体各部の呼称を含めた概要を記しておこう。

灰鷹••••••… ·Iii で焼き損じた土器等を捨ておく所であるが、各窯ともに前庭部からの練きとな

っている。本来は I・4号に見るような今次検出部分は全て前騒部と Lて、本来の灰原はさら

に下；；の谷に存したとすべきなのであろうが、今回は前庭部・灰原を一連のものと捉える．

前塵麟•••••焚口の手前にあって作業場的な所となるものだが、前述の灰原との区別は明龍で

ない．

焚ロ・........窯への製品の出し入れ口であるとともに｀絨をくぺる所であり、

を還元状態にするために閉塞する所である。

さらには窯内部

燃饒麟・ー・..薪を懲やす場所をさす。次の焼成部との境は明確でないものが多く、床面の傾斜

変換の度合いによってそれと指摘しうる程度である。

饒虞藝…•••製品（須9器）を置き並べて焼いた場所である。床面傾斜はわりと急である。隋

段等の施設を付加したものはなかった。

●尻平塩纏・----窯尻の前面に、平坦といえるほど平らではないものの焼成部床面とは明らか

に傾斜を異にする部分がある．

れたものかもしれない。

これを窯尻平坦部と称しておく。あるいは煙道のために股けら

瓢尻••••••••恒遺のとり付（所である。

爛遍・・……煙出しの施設である、．

撼水溝••••••窯の両側に付股されている。焚口の方から見て右徘水溝、左徘水溝とする．

瓢盪方遣樽......J • 2号に付設されているもので．煙出し・舞水溝よりさらに後方（上方）

に土潰状の湿込みとして存する。

2・3号窯について!;I調査開始のきっかけとなったことでもあるが、その前庭部を肖9りとら

れていた。

なお、各窯跡の床面は揚業開始時を 1次として畜順次新しい繰業毎に床面次数が増えること

となるのであるが、本書においては調査峙点の確認床面次数のまま（すなわら新しい方から

古い方へ番号が増えていく）で報告することとする。従って、最終操業時（窯を屍棄した時）

の床面が1次床である。 と（に遺物の今後の取扱いに混乱が生じることを恐れるためである．

今国の報告は、時間的な関係もあって全ての出土遺物をおさえきれずに終わっている．その

責はいずれ果たしたい．以下の遺物説明では、 とくにことわらない限り全て須恵器である。

-7-
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II. 綱企の紀“

B. 窯跡

1. 1号窯跡（叫翫3~6、第4図）

検出した 4基のうちでは蚊も函端にあり、 2号照と寄,,添うが如くに位置するが切合いはな

い。 1 号竪'"に燃焼部右壁の一部を切られていた。主輪Ii位は N-29.s~wで｀焚口～窯尻問

が9.5m.検出分の総長16.64mを測ふ徘水滋力,r,、」字状にとり付き、窯後方遺構が付属する。

最高所から下方への標高差は約7mに及ぶ。燃焼部での床面の重なりは 3国分が見られるが、

3回ともに床面プランはほとんど同じであった。埠山をくりぬいての地下式の構造にて造られ

たしのであろう。なお．窯体攘削の際のエ具痕が壁面でもとくに焼成室によく残っていた。

荊庭部は焚口部分を要とLて手前の方に扇形に開いた形状となる。その西端部には深さ90cm

で直径55~7恥•の大きめのピットが掘られているもののその機能はわからない。また、焚口のす

ぐ東鱚では上層から土師器の合せ甕 (K-1)が検出された．これについては後述する。この前

騒部のさらに南鯖には、東西3.5m.南北2.2+• rn. 深さ叩四程の不整形をした (1¥みがあっ

て、焚口から続く平坦面との境に段をもっている格好となる。兌掘時にはこの一段低くなった

部分を灰原とし、第 1層＝赤褐色土層．第 2層＝黒色土層として遺物をとり上げた．その出土

土器を見るに｀第 1層には窯本体の土器とは異なる新しい時期のものが混ざっているのがわか

る。これはその一段低くなった部分（灰原）が新しい時期になってもまだ埋まりきらずにくぽ

みになったままであった所に土器が投棄された結果なのであろう．この部分を後の掘削による

土攘とするには、笏 2層の土器に混入がないことから否定的にならざるをえない。そこには直

径30-3恥、深さ30cmの小ピッ fl個がある。

焚口は輻75cmでかなり挟い。

燃焼部は焚口から160口程の所までであ，，ぅ．ここから床面の傾斜が少し変わってくるし、ま

た壁面が外へ開いて床面が広くなっていく。最も狭い部分が幅6紅●を瀾る。

焼成部は最大幅2.3m.長さ8.7mを測る。床面から天井部までの高さは推定でl.lrn程であ

ったと思われる，床面は 3回の貼りなおしを行うが壁面については修復の痕跡はなかった．

最終操業時・(I次）の床面上には焼台に利用したと思われる須恵器甕の破片と自然石とが⑳個

弱残っていた。床面の傾斜9よ. 1-3次を通じて焼成部の始まりのあたりでは、 15-18・をな

すが、焚口から4.5m付近て廿22•-25・と急勾配になる。壁面の工具痕Ii刃部幅5.5-6.0cm、長

さ12cm程のものが見られる。おそらく鉄製品の刃先によるものだろう．

煙道の手前で．焼成室からの床面傾斜が変化して長さ75,叫呈の孤分が観やかとなり窯尻に至

る。窯尻の幅は1.2m。そこから煙道が64・の急角度で立上っている。焚口から窯尻までは、 9.5

mを測る．

煙道はいまL35rnが残り｀煙出し口に近い方は外上方へ属折している。西欝に小さなピット

-8-
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B. Ill 跡

状の段がつくのを見ると．煙出し口は 1つで1よなかったのかししれない．

窯尻～煙遁の上層から項忠器の甕・底if,など数儡体分が出土した。天井郎陥没後のく f工みに

煙出し口の方から投集されたものである。

排水溝は窯本体にし、」字状に取り付く。左排水溝は長さ7.6mまでのびている。煙道の近く

に幅印"'・ 長さ140c●、深さ18-63"'の長万影プランの土漬が付随している。右僻水溝..窯に沿

うように長さ4.9mまでのびる。

窯後方には性格不詳の揖込みがある.,f竪影土檀3つが遅襖して隋段状となっているコ

出土遣物（図版14-17、第 5-11図）

床画・焚口～燃焼部のものと、灰厩．僻水溝．窯尻上層と分けて図示した。 1-3次床面と灰

厭2層までの土器 (1001-1041・1046-1049・1066-1068・1072)はまちがいなくこの窯の操

業期間中のものであるが、灰原 1 層には誠入 (1057-1063) がある• 1063-11165・1069-1071 

・1073-1076は明確にしがたいが1063を除いてこの窯に伴うものとしたい。窯尻上層と祷水溝

出土の土器は後出のものとされる．多分に 2-4号窯操業時に土器が投棄されたものだろう．

伴うものとLては坪蓋・ネ身・高年・駐・塊．壺・襄があり、大甕の敏片が多かった。

9不蓋は立上＇）がかなり高い（長い）のを特徴としており、その中で 1005・1008・1009fi形態

上やや特異とされよう。このような器形のものが存するということが注意される。全体に筈形

に近い影状をとる。口唇部内側には段もLくは沈縁をもつ。 1001・1012-10141よ撮みを欠失し、

1001を除いて外天井部にはカキ目が著しい。これ，，は高,,.の蓋になろうか.1013の外天井部に

は補修痕がある。 1002・1031・1034の受部先端はきわめてシャープである。

杯身も立上りが高く、これも筐形に近い。口唇部内鰐に沈線もしくは明瞭な段をもつ。 1014

・1016-1018・1い7の受部靖面には何かで押えつけてついた圧痕がある。 1021の口緑部から体

部にかけてには補修痕がみえる.1020の底体部にあるヘラ記号はきわめて浅いもので．ヘラ先

で少し擦過したという程度のものである。 1048はきわめて深く丸みのある器形となる。 1037の

董とセ・9 卜になるものであろうか。

謎は1024-1026のように細身で繊綱なつくりをなす。 1063のそれは後出のものと判断する．

1027は碗になろうか。 1064は変形してかような器形になったとすればもとは坑形となる。変影

Lたものか否かがよくわからない。

壺は1066・1067ともに口緑部はよく似ている．

甕の波状文も流麗なものが多く、乱れは少ない。 1073は燒成は土師器のそれであるが器形的

には須恵器とも土師器ともどちらにもとれそうである。 1076はあるいは器台の裾部かもしれな

ぃ．

後出のものとして1062の葺は全く時期はずれと Lか言いようがない。
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II. 鵡査,,i,錢
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II. 調企の出鯰
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B. 隔跡
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II. 綱任の記餞
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8. 窯籟

•■liU層出土晶 M版16·17、第10• 11図1083~!092)

窯尻付近の反片郎が陥没した所に投巣された一話の土器である 0 2 ~ 4号窯の操菓期間中に
，，されたh為であ，，う， J(-最 ・lf身が各 I.高l(-2,良6がある。この器植の組台せ、あるい

は投棄された場所とを鑑みれば．これらが偶々焼き損じたものをまとめて捨てたものであると

は考えに（い。むしろ．何か艇祀的な意味あいが感じられる．

なお．ヘラケズ,,方向のわかるもの25点中．右t時計）屈＇）は JO点であり、げ・葦12.点中 7点、

身12点中 3点の内訳となる。後出の土器では12点中4点であった．

□〗
"" 

, ... 

鴫
懃 ft牙墨潟., .. 

0 1知

1017 

第10図 B焼原1号窯蕗出土土器実測図⑥ (1/3. 1/6) 
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II. Jllftの出録
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第II図 日饒頴1号窯轄出土土器実測図⑦ (1/6) 
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B. llll 鰭

K-1 I園版6、第12図）

1号熱,r,』庭部の記1より東lilm付近にある．祈J庭部掘り 1iの内部で．険出壁OO上漏よ 'J20

cm くらい下にあるが、上-~は削平されて存しない。完形にて存した峙1よ倹出面より上方に出て

いたはずである。床面からはSile叫呈浮いている。この環を置くための瓜＇）形は確認でさなかっ

た。つまり、前庭部がある程度埋まってのち、＜ぽみとなった所に 2饂の棗を据えた（置いた）

ものと恩われる。

謙はN-8'-Wの/jjiりに北側を高くして、 15ぶの傾斜角で笛かれていた。 2個のは,rよく似
た形態の土師器褒が口を合わせており、 2鯛ともに上半部を削平されている。北鯛の高い方を

上麦、南鯛を下甕としておこう。上下合わせて総長1伽mになる。凌棺としてのあり方と同じ埋

置状況であるが．これが果たして虔棺であるのか、全く別の用途のために置かれたのか、判断

しえない。しかし、多分に後者と思われる。

時期的には、 1号窯本来の時期とは関係なく、灰原1層から出土Ltこ1057-1061の6世紀後

半代と1062の8世紀前半代という 2つのいずれかに属するとみてよいだろう。 4号窯の顕似品

等を考えると前者の可能性が高い。なお｀同形状の破片が灰原 l層からも出土している。

Fig.2 8焼原 1号窯跡

~ 

。
so.,,. 

,.,.. 

~12図 8熾原1号襄跡前庭孤上層出土
K-1出土状懇実測図(1/20)
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II. 調忙の紀餞
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第13図 日縫原 K-1実瀾図 (1/4)
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8. 窯 藷

上璽し囚版38.第13凶IU93l 土師器甕である。約1/2の残存で、複原n径21.40,.器高34cm。

刷郎紋屈至はやや全つになっているた，，反転すると合わなくなるが、 26.5-27.8=を測る。ロ

社はごく僅かに外反しつつ11l1き、靖部を九（とる,11111¥lはIIとんど弧ることな<llllllllへ移行し、

かなり下影れとなって丸底で終わる。尉部は内曲がほ1¥平行に近い弧状の当具瞑外面は擬格

十の平行クタキを施す.u緑周辺は回転なでである。砂粒をかなり多く含みIllい胎土である．

明茶色を呈L、外直嗣部下半に黒斑がある。

下● （図版38、第13図1094) 109む）多めの2/3程が残存する土麺器寝である．復原で口径21.9

9●、器高as.a,戴、鳥部最大径27.む•を測ふ大き（外反する口釉部iむ鳴部を四角（とり、屑部

は11とんど張らずに胴部へ移行Lて分厚い丸底で井わる。胴部はやや下影れに近い形状を呈す

胴部2ヶ所に黒斑があり、

るが1093Uどではなく、全f本では倒卵形と言ってよいだみう。調整は1093と全く同じである．

1 は中位で径•~程、もう 1つは中位～下位で16X8 +・ロ程のも

のである。 この 2つは相対する位置にはない。

2. 2 号窯跡（図版7-9, 第14・15図）

1号窯跡の東方6~7mの所にあ叫主軸をN-47.5'-Wにとる。灰原の所は調査着手前に

削りとられていた。徘水溝は「八」の字形にとりつき．窯後方には 1号窯と同様の遺構が付属

すも結果と Lて20回分の床面の重なりを認めたが、徘水溝・窯後方遺構ともに最初から最後

まで付設されていたのか否かはわからなかった。窯本体は長い長方形状となり、それにやや主

紬をかえて崩庭部がとりつく。操業開始期は焚口がすぽまっている。図示した平面形は破線部

分が操業当捐、実線は 1-3次のものと考えてよい。その途中の4-19次については明確にL

えない。

前庭部は．各操業時の窯本体のあり方、つまり焚口がどこに位置するかで、各床面ごとに異

なることになる。いまは、焚口の前面部分をさすとするのみで、 ，，ットもあることから各床面

ごとにそのあり様を示すことはできない。ただ第14図中のX地点の所は20次．

次での焚口と考えられるので前庭部のとりつき部分としてよいだろう。島翼形もしくは矩形の

広がりと段とがある．灰原へ絞く部分として見れば黒色土1:赤色土とがほぼ交互に堆積してい

た。灰1:焼±I:をかき出したものである。

焚口についても｀その箇所は土層断面においてほぼ押えられるが｀各床面時の平面的あり方

は捉えられなかった． 1-3次と四次については前述のとおりである。

床面を切って35'm程の段がつく。

Y地点f'1~3

3次の焚口は 4-7次

I・2次も段がつくので、新しくなるとこのように焚口部分

の改造を行ったものであろう。焚口幅は20次でI.Om.1-3次で1.3mを測る．
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II. 調企の紀録

燃焼昴と焼成師の境は~ い（つかについては僅かな段などで知りうるが、大多数は各床面次

において明確にしえない．

焼成部の床面傾阜Hi古いとさはど急で．新しくなるにつれて緩やかになっていく。 20次で加、

1次では16・を測る。 11'面最大輻は20次でJ.85m、1次で1.8mとなる。また、 20次の最も深い

所では現地表から2.lmを測った。床面の鼠なり具合は横断面c-c・の所で最もよくわかる。
また.a-a・ の所では窯体がどのようにズレながら構築されていったかがわかる。 1次床繭に
は）わが結構よく残っていた，また窯尻平坦部からは蛇紋岩製紡錘単が出土Lた。窯跡の床面か

ら出土するなど異例のことである。 11次床面上でも落下した天井郎瓦礫の下にかなり多くの土

器が遺存していた。

窯尻は I・16・17・20次についてはわかるが．他は新期の床面にカ・＇卜されてわからない。

I・16・2砥は煙道との間に明踵な平坦部を有する。

焚口からこの窯尻までの窯の長さは疇 20次が10.63m.17次が8.66m、16次が8,74m、12次が

9.39+• m. I次が7.87mを測る．

煙道は、 20次が62・、 17~19次が55・、 16次も55へ15次までは76.5・、そして多分に 1~3次
においては49.5・くらいの傾斜で立上っている。

煙出し口は主紬上にはな（｀主紬の左右岡躙に l個ずつある。 1~3次のものと考えられる．

それ以繭のものについてはわからない．

排水溝は「八J字形にとりつく。右開は 6m強の長さまで延びてその先に!.7X2.0mの±積

が付属する。左側は短く 3m程の長さで、やはり先端に不竪形の土濃が付(.

窯後方遺構は、不整形の土塘・ピットが陸段状に連続する格好となる。この遺構の全長は排

水溝を餘いて6.lm,

焚口傭が削平されているけれども、窯後方遺構までの残存部全長は19.75mを測る。

出土遣輸（図版18~22・37,第16-20・42図）

20次にも及ぶ床面があって土器量は多いが｀図示したのは一部である。窯後方遺構を除いて

器種毎に図示する。器種としては杯蓋・杯身・高年・聰・増・鉢・提瓶・襄・器台がある，

"'蓋は総体にぽってりした感じを受ける製品が多いといえる。口唇内面は沈線・凹線という

でなく｀：：（わずかに（ぽんだ程度のものが多い。 2012の口唇増部は何かに押しあてて面をと

っている。 2003・2004の外天井部にはヘラ記号とは言いかねるキズがある．

杯身は法量にばらつきがある中で、わりと深みのあるものが多いようだ。口唇端部に段や沈

線をもつことはな<.1;とんど丸くおさめている。 2030の外底部は手持ちヘラケズりらしい．

またその内底面には棒の先編で擦過したような痕跡がある。 2031の内底面はなでの痕銃がよく

わかる。 2021・2025・2026・2031・2035・2043は外底面にヘラ記号をもつ。
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8. 窯騎
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II. 調社,,記籍
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B. 窯跡
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II. 調忙の紀鈷
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B. 窯蹄
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It. 概虻の紀9羞

）砂益と身とは2018-2020の~· くにセ，卜として娩成されたことは間違いない．

釦 (.Iバi益と無益とがあり.if逗の2019/ilJ呑内面に段を打する。その底部に施された刺突

文尿体は 8本の栖歯である。 2048の刺突文も'"'櫛飯である。これの内面は同心円当具痕らし

い。これらの蓋はZ0-16・2047のような撮み付きであろう。撫蓋のものは小型と中型とがある．

2056は長騨の二段逍礼になるのかもしれない。これのみ 9個の透礼で他の2053-2055、2057-

2059は三Jj通しである．

述2060は波状文も1J1くてつくりは雑な様だが、鼠るにはIこえる優品としてよい。ずっしり重

みがあり正立て章ばない。

壻は2061• 2062ともに蓋をLての焼成であり、 2062はその蓋の口径1紅●程とわかる。

鉢2063は鉄鉢形になろうか。右排水溝出土品にも鉢がある．

提瓶は環状の耳のみがある (2064• 2065),, 

甕は肩部外面はカキ目を施し、内面には同心円当具痕を見る．みな灰披りで正立にての焼成

ということがわかる。別に口緑下に波状文をもつ破片がある。

許水溝から出土Uこ襄 (2069)は肩部にかかった緑色の自然柚が美しい．

窯後方遺鳩から出土したもの (2070-2077)のうち、 207沢>2076は各々2057,20761こよく似

てお＇）．窯本体と同時期の所産であろう. 2076は長騨二段透しである。壺．擾も出土している．

ヘラケズリのあ＇）様は、 43点のうち時計回りが13点であった。打・蓋は18点中9点、坪身は23

点中4点という内訳になる．

紡鍾車（図版37、第42図） 1次床面の窯尻平坦部から出土した。かんらん石に似た蛇紋岩

製である。平面形は全くの正円ではなく、上面径3.6-3.8,●、下面径4.2-4.-の直径を瀾る．

孔径0.65-0.75<•で厚さI.I=、重さ34.65g。裏面には攘過の条線が多数みえるものの表面に

は：：：くわずかしかみえない。この紡錘車が何故に窟内の床面上に遺存したのかわからない。あ

るいは窯尻平坦部の出土位置は煙出し口の直下にあたるので、廃窯時にそこから投げこまれた

ことも考えられる。

3. 3号窯跡（図版10・11、第21~23図）

2 号窯の北東Sm付近にあり｀主軸をN-12•-WIことる．前庭部の前面は調査着手時にすで

に削りとられていた。 1つの床面を確認したが.5~7次と 1-3次とでは平面プランが異な

ってきている。 5~7次は焚口が狭く饒成部中央付近で胴張りとなる。 1~3次では焚口が広

くてずん胴の形状を呈する。徘水溝は「ハ』字形に付属する。右11!は9号竪穴に切られ｀左儲l

はかなり広がり伸びて 2号窯の近くまで達し．その先端付近を 3号竪穴と 2個のピットに切ら
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B. 窯跡

れる。徘水溝を含のた全長は11.6mを測る．

前庭郎は大半を削られているが. 1-3次..次・5-7次の各次でその形状が少し異なる．

Lかし、全体と Lては4号窯の前庭部のようになるのだろう。 5~7次は第21図の破線郎,i-を

それとしてよいと思われる。求圃9こ段があるのは 1-3次の時のものかもしれない。残存最大

帳3.lm。4次は第2l図のX地点よ＇）手前圃が前庭部となろう。 1-3次は 5-7次とあまりか

わらない位置となる．

焚口の影状は、操業開始期には狭くしていたものが、次第に広くなっていく。 5-7次では

邸口の幅しかないが、 4 次になると9む•• l -3次では123四となる。各床面次ともに前庭部と

，，間には段を有する。

燒焼部から焼成部へははっき＇）した区別が得にくいが、床面の傾斜、広が＇）等でおおよそは

わかる。 5-7次がJ.35m,3・<次がLim、2次が1.3m、1次が1.6m程の長さを燃娩部と

していたようである。 1次のときには笑口のすぐ詢方に浅いピッいが掘られている．

，
 
B
 

“i 

。
2m 

第22図 日饒原 3号窯踏111i画図 (1/40)
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,,. 調たの記鎖

燃成部は．災IJから 3m付近まではわりと絞やかに登ってゆくが、そこから俄に傾斜か急に

なってゆ~- 1次のときで22・-36・、 1次では20.5°~27ぷを測る．［未面駄大蝙はl.6~1.8m

で、』次のときが最も広い。 1次のときで蚊深部はl.8mを測る。 1次のときは床面に不竪形の

揺込みがある Lののその危味はわからない．

窯尻には 3次を除いて緩やかな平坦部がある。焚口から窯尻までは 1-7次で8.07~8.93m

を測り、 2次が最し長い。

煙出しIU~7次ともにわりと急で、 58'~66・の傾斜で立上っている。

最終 1 次床面には窯尻に近く !JI恵器年がまとまって出土した• Ifの蓋と身の21セ・＇卜があり`

そ tl らは"'憂内に 'T-身をおとしこんだ重わ方であって• Iと2が内面を上に向けている以外は

全て筆の外天井部が上を向くようにして置かれていた（図版ll.第23図）。これは焼成時の姿その

ままではなく後に置いたものである。 3と4、5・6・7・17, 8 ~ll、12~16、19-21は各

各がひとまとまりの単位として重なっている。

徘木溝は右圃が3mまで伸びた所で4号竪穴に切られている。左爛Iが2.5m付近まて神びてか

ら広く浅くなってゆき、 6m程の所で窯の主軸と直交するように屈折してのびてゆく。その先

端までは9.3mを測る。先端近くは 3号竪穴に切られている。

窯後方；II構は付属しない。

~ e
 "
 "
 

。

公5m

加

第23図 B焼原3号窯跡年出土状態実illJ図 (1/20)
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B. 窯藷

出土遣輸什』版23~30・37.第24~30図）

面庭部が削』ドされていて 7次"""'面しかなかったのに遺掬が多いのは、最終床面 (I次）に

21セ，卜が位置かれていたことも一囚である。徘水9鼻出土品を最後として器種ことに図示す

る• J(-1匿・ 年身・高j子・迎・壺．鉢．襄・提瓶？・器台がある。

)9蓋は天井部に丸みのあるものと扁平なものの双方を見る。その形態差は新古を意昧してい

ないようだ。 U籍内側には沈線もしくは段が入り、そのあり方にも程度差がある。窯壁の一部

や隈体内での噴出物の付着Lたものが多い。 3010には外天井部に 3本の棒の先端で押しつけた

と思われる痕が付いている。 30141よ体部に成形時の接合痕のわかる部分がある。 3015と3027の

ロ昏部外面は何かの固形物体の上に押しつけて ー`するよつにして面をとっている。その意図す

るところはわからない.3023・3024の外天井部にはワラの茎のものらしい圧痕が付いている．

ヘラ記号ではない。 3025は撮みが付いていたらしい。 3026には別のJ位の破片が融着する。 3030

の天井部は静止ヘラケか）で、これは壺の蓋になろうか．

“身は総体に立上,,がやや高い方である。しかし口唇部は全て丸く納めており、段などは見

られない。受部の所に蓋をして焼成した痕跡を留めるものがいくつかある• 3032の受部外端の

所には指か何かで押えてへこんだ部分がある.3040はヘラケか）は右回りだが、回転なでは左

回りに施されているのがわかる．また断面で見るにおいて、帖土帝貼り合わせの痕跡が伺える．

加えて口様の一部に補修痕をみる。

く1次床面出土の坪群＞

3045~3086は、 3旧5・3046が第23図のJfI、3047・3048が坪2というように順次対応させて

いる。これら21セ9 卜はほとんど全てが完形で、器形・法量ともよく似かよっている．

蓋は口径13.2-14.8=、器高4.0~5.2em、身は口径11.1~12.4cm、器高4.3~5.釦m、受部径

13.3~14.7=の範囲に納まる。 3056•3068は立上り部分に補修の痕跡がある. 3061・3063・3070 

の外面にあるのはヘラ記号とするより偶然の擦過痕とすぺきであろう。 3064の立上り外面には

ひっかき傷みたいなものがある.3065の内面には竪形の最終時に、つまみあげた時の指のあと

と思われる帖士のケパ立ち痕が1.3cm間隔で3個ある。この痕跡は他のいくつかの債体にも見ら

れる.3067の内面には3010のそれと同tょうな押圧痕がある,3071と3083の内天井部には同心

円当具痕らしきものが見えるけれども断定はできない。 Jf2·12·13·20• 21の蓋は各々つく

りがよく似ている．

高Jfは坪部・脚部ともにヴァリエーションに富むようだ。脚裾部の形状は丸く納めるものが

多いが、全体に多様である。透lLは3091・3096が4個で｀他は 3個になる。 3093・3097の杯部

との接合面には浅い溝を掘り込んでいて接着がしやすいようにしてある．

旭3098は細身のつくりである．
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II. 調たの記i急
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第24図 日燒原3号窯鰭出土土器実測図① (1/3) 
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8. 窯続
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第お図 8燒原3号窯鰭出土土器実瀾図② (J/3) 
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II. 調企のよ鉢
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B. 窯跡
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第27図 日焼原3号窯跨出土土器実漏図④ (1/3) 

-33-

L
 

i 

―-
っ一、

’~l 



II. 調虻"'I<鯰
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II. 鵡北の記位

壺は3100のはかに3099L 小型品なの力• もしれない．ただ30991よ提朕の •f能性もある。

虔3l01/よ竪美なつくりである．

器台3l02はかなり大型となろう。波状文し乱れはない。

排水溝出上の土群 (3I03~3U0lは全て左排水溝から出土した。時11l1的には 3号窯本体の土

器とほとんどかわらないが｀やや新相を帯びたとこみがあるようだ．

ヘラケズリについては、 84点中21点が時計回）に雄されている。 Ii'蓋では46点中13点．坪身

では38.点中8点の内訳となる。因みに 1次床画11l>f.Zl七.,トは全て反時計回りである．

土鯛晶｛．図版37、第42図3lll) 土製品としておくが．何かの脚になっていたしのと思われ

る口帖土の紐ししくは捧をよじって円柱状の捧としており．全体に少し湾曲している。現存長

8.Scェ最大径2.2~。全くの須恵質の燒成である。 1 次焼成（最終床面）の埋土中から出土し

た．

三

ご~-
O• 

祀

△ 

I 

3101 

れ霞

第30図 B焼原3号窯跡出土土器実瀾図⑦ (1/3) 
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B. 窯 錆

号窯跡且版12・13.第31・32図）

3号窯の北7-8mの所にあり..E輪をN-68'-Wに置いている。この窯は灰原・ Iiり庭部か

ら窯尻まで全部が残っていた。図ふLた平直プランは新しい月からの I-3次（これらを都合

4 . 4
 

上先 I-3次と称しておく）の床面を省いて、 4次（これを 1次と変称する）を実縁で、

を太破線で示している。

6次

9次の床面が存したことはまちがいない．徘水溝は両爾に同じくらい

の長さでとりつく。焚口H近の北爛に 5号竪穴があり、この窯と有機的関遍がありそうな位置

を占めている．緋水溝まで含めた全長は16.25mとなる．なお｀この窯より北東方向には何ら遺

構は見られなかった．

灰原を含めた前庭部は、湿＇）きった状態では窯の主輪と同方向に長輪をもつ隅 Pl長方形状を

呈する。堆積した土は基本的に赤色土と黒色土が入り混じっており｀これは各次の操菓後の灰

・焼土をかき出したものが層となったものである． I~ 6次 1先 1-3次を除く）の各次毎の

前庭部形状となると細かく分解できないが、前庭部中のとくに南側にはW・X・Yの各箇所で段

が見られるので｀これが前庭部と笑口とを画するものであったことし考えられる。 Xの所はあ

るいは 6次が、 Yの所は3~4次が可能性として挙げられる。 l・2・5次はZの所であろう．

この前庭部にはいくつかのビットか掘ら1しており、

して使われていたのかもしれない。

Pl-P4あた＇）は覆屋的な小屋の柱穴と

焚口は6次の時は左右ともにL字形に屈折して凸形状の平面プランを呈するが-I次になる

と左餌は緩やかなカープを描いている。 1次では101cmを測る．

この窯も燃焼部から焼成部への移行は明踵な区別をしにくいが、床面の若干の変化でもって

それらしい箇所はおさえられる．

5次の時で幅95'叫

1~6次を通じて85~13恥m程の長さを占有しているようだ．

傾斜はこ．＜僅かにのほっていくもののまだ水乎に近い。

焼成部は 1-6次の間あまり急激な変化はなく.22•-25・の傾斜で窯尻へ至る。床面最大幅

は第32図D-D冒でわかるように新しくなるにつれて広くなってきている． 6次の時で1.42m.

先1~3次では1.7m程を測と現状検出面から最深の6次床面まではl.9mにも及ぷ所がある．

3次と 4次の床の問には賞褐色～赤掲色帖質士が入っていた。

いたものだろ~ う。

窯尻は先l~3次のうちの確実に 2回分と． 6次において前面に平坦部をもつ。焚口

から窯尻までは 6次が7.47m、1次が8.50mで．他もこの中に納まる．

煙出しは新しくなるにつれて傾斜が急になる傾向にあるようだ。 5・6次では52.5・、 4次で

59・ 

排水溝は左右両側に付いており、右偏は6.8mまで伸びて先嬬はやや広くなる。左欄は先靖が

二又になり、長い方が•.sm まで伸びている．

1-3次は76・、先1-3次は73・である。

4次．

これは 3次の床面を貼る際に置

窯後方遺構はない。
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II. 鼻1/fの9し註
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B. 窯籟

出土遺物 ilJI版31-35・37・38.第33-38・42図）

排水溝出土分を除いて諾種ごとに旦ホする。器古が且立つ点が特徴といえようか.'f蓋 ,Jr,
身・高,7-.迎 ・flt・壺・ 提版・ 複・器台それに土帥器疑がある。

杯贔は天/f部に丸みのあるもの、平らなものの双方をみるが．どちらかというと平らに近い

ものの月が多い。口昏部内面には必総もし (1,段を有する。 4005と4023の外天井部には手持ち

ヘラケズリと 1ii1転ヘラケズリの~j方が見られる。 4009の外夭井那には原体不明の押圧痕がある。

4014は天井部の断面で枯土板貼り合わせの線が見える。 4025のヘラ記号は鋭柑1な刃先て切り込

んだしのである。

,t身は立上りの細（長めのものと太（短めのものとがある。前者が古いことは言うまでもな

い。 4026-4042よりも 4043-4051(1)方が古く位置づけられる。立J:•l □唇部に沈線や段は見な

ぃ• 4029の体部には成丹9時の帖土接合の痕跡がよく見える。 3034の受部外面には 4ヶ所ほど押

えて平らにした所がある。また口吾部には補修痕がある.4039(1)底体部断面には成影時のもの

と思われる帖土の息Lわかれ部分が見える.4050・4052・40541よ成形に帖土板貼り合わせの手法を

用いているようだ。 4050・4051・4055の底体部にあるヘラ記号は．土器がある程度乾いて固く

なってから施したもののようで深みのない条線となっている.4052の底体部には擦過痕が多数

印されている。

高!{-の杯部形態は時期差があるようた:.4062の波状文はその上をなでていて不鮮明となる。

透孔はわかるものについては三方に入れられている。 40831よ菱形の穿孔がある。 40651±脚台に

なるのかもしれない、'

聴 (4066)は口緑が大き (Ill!(形状になる。波状文は五段に施される。

消の4067の底部は手持ちヘラケズリを施す。 4056のような蓋がつくのだろう。 4068は帖土帯

積上げ成形の痕がわかる。

提瓶 (4069·4077) は耳がまだ退化せず環状をな L ている• 4077の口緑部はつくりがシャー

プである。

甕は口緑部の形態は4075を除いて皆よく似ている。 4075は続きひずみが大きくてもとの形状

を特定しに（い。断面には二様の形態を示しておく。それにしてもこの土器は内面に粘土紐の

巻.!:If痕をそのまま残Lていることといい、ヘラケズ＇）を施すことといい、さわめて土師器的

である。ただ外面の調整と焼成は須恵器のそれである。つまり．内面調整と器形の一部に土師

器のそれをとり入れた須恵器なのである。擬土師9員恵器とされようか。

若台はいくつかの器形がありそうだ。 40791よ年部直下の薮片で．台形透しが四方に入るらし

い。内面には刺突痕らしいものがある。 4078は波状文があまり振幅をもたない.4080はとくに

上部が盃んでいるとすぺきで｀鼓形のようにはならない．透孔は四方に入るだろう．

揖水溝出土の土器 14082-4084)は左撫水溝からで、窯本体の土器とかわらない時期を示し
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II. 病査の記il
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B. 窯跡
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II、 調止の記録
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第35図 日熾厩4号窯跡出土土器実測図③ (1/3) 
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B. 窯終
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II. 讀たの,w
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B. 窯跡

ている，とくに4⑱4の器台は4080などとよく似ている．

ヘラケズ,,の I沖1について '161閥体•~ll翡体か峙,t国）に施されている．内Olli'り蘊力四llll

体•1•2 隕似 j臼身38個炉I••fl¥l体である．

±11111 14085)は灰原の黄勘色上中の出土なので、窯本体の止面に対応させれば5次床由と

固じになろう。 1 号窯跡前庭部のK~1 とよく似た器形・訊笠をなすもので、多分同じ時期(/)

所産と考えられる。外面は平行クタキで11t格f状となり、内面1よ弧状の平行当具痕をみる．ロ

可？rに――さ五日で~.一．，~·-
こ匹
こゴ?-: 10ロ

＼ 

~ 1"°", .... 

'I  
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第38図 H焼原4号窯跡出土土器実測図⑥ (1/~1/4) 
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II. 調査の記U

は郎の外反l.t<j部からの追社でカープしており．内面に屈折点がない．屑部は張らず．胴,,,位

に最大径が（ふ U径23.む町胴最大径24.3,●。胴部に 2ヶ所、 10Xt4omと8XI沈m程の黒斑

があるも対祢の位置ではない。また胴下半には煤が付着している．

土襲晶 l図版37.第42図I 4086と4087はミニチュアの)fl,!;器である。成形は普通の禎恵諾

と何ら変わらず、手づくねではない．ともに 2次焚口付近から出土した完形品である．鉛86を

蓋と Lて40871こ彼せるとびったりと合うので．この2個で身と蓋のセットのつもりなのかもし

れない．しかし、使用目的は不明である．

4086は一見'l'身のミニチュアの如くであるが、上述のように蚤のつも＇）かもしれない。口径

4.4四、器高3.2,叫最大怪5.釈国を測る。底部外面は手持ちヘラケズ,,となでを施し、体部には

一ヶ所擦過；；；がある。受部端面には2ヶ所に押圧痕をみる。また内底面は径I2cmの円底となっ

ている。かわいい感じの土器である。

4087はl11のように見てとれる。口径3.6cm,胴最大径s.som、器高4.2,●を測る。底体部外面は

liiJ転のヘラヶズ）を施すが祖い．つくりとLては雑な印象が注いけれども、器形としては整笑

である．

如88ll.捧状土録である。灰原の黒5層から出土し、やは');貝恵質であって一部に自然釉がか

かっている。現存長9.1匹で．長大なものとはならず、本来10-u~程度の長さであったろう。

最大径2.7匹。重さ73g。最小孔径0.3cm,

C. 竪穴遺構

竪穴とするほどしっかりした遺構ではなかったが．この呼称でもって遺物を取り上げた遺構

が5基ある。 1号は 1号窯を.4号は 3号窯をそれぞれ切って営まれていた。 5基と bに土器

の破片ばかりが入っており．基本的に 2-4号窯とほぼ同じ時期のものなので．それらの揖業

時に掘月9されたものと思われる。但し、 4号竪穴には新しい時期の土器も入っていた。

1号竪穴（図版3、第4図）

1号窯をその西爾で切っていたが、 1号窯上面部分においてはブランが把めなかった。当初

はこれも窯の可能性をもたせていたが、結局は±嘱状の遺構となった。上面で南北の幅J.6m前

後、東西幅2.3m以上の長方形状を呈する。東西長は最大でも 4mをこえない。底面は 1号窯を

切ったあたりが最も侠（・なってい℃ 深さ25血を測る．この竪穴の掘削された時期の遺物が1

号窯に混入している。おそらく 2号窯に伴うものだろう．

一蛉一
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c. 竪穴遭情

出這物、図肋鵠、第39図）

1(-li・I(り・刹1(--壺・提瓶・謙か出上しているが、とくに提が多かった。外は長も身tゃ
や9菜みがある.TI06は大屯の虔で，部分的に欠失するもは1¥完影としてよい．外面は擬格子に

なる・I'行タタキを施す。外画上キ部は灰被，)となっている。

2号竪穴算3図）

2号窯の窯後方遺構の北爛にあり.2.2X 3 m程の隅円長方形プランをなす.lf.・襄等の出土

をみたが縫的には多くない。

出土遺物［第39図）

図示しうるいのが少ない.T201・T202ともにぽってりとしたつくりをなす。 T202は歪みが

著Lい．

3号竪穴（第3図）

2号窯前庭部のす（東隣りにあ''・3号窯の左徘水溝と 2個のピットを切っている。調企時

には 2号窯に付属する灰原的な土濱であろうとしていた。 2.5Xl.Sm程の長惰円影プランを呈

し、主軸が南北方向をとる。基本的に黒色土3層．赤色士2層、貧色±2層の計7層が堆積し

ていた。土器は大量ではないがそこそこの量が出土した。ほとんどが襄の破片である。

出土遣物（第39・40図）

9引蓋・杯身・高杯・壺．措鉢’・哀・器台等がある。 T301は墳蓋になろう．杯の蓋・身とも

にかなり深みがあり、 T305などは典型的である。 T310は摺鉢になろうか。 T309の波状文はま

た流麗としてよい。

4号竪穴（図版IO、第31図）

3号窯の右壁と右排水溝を切っているが、左壁を越えてまでは遺構が広がっていない。 3号

窯の主紬に沿うようにテラスを造り出Lたような形状の竪穴となる．東西長は4mを測り、西

1111の最も深い所でLZm程となる。埋土は 3層に分けられた。そのうちのl・2層中には 7世紀

末を前後する頃の土器も僅かながら入っている。 I・2層出土の器台片は 4号窯出土品によく

似ており．また最下層出土の杯類も 4号窯のものと変わらないので、おそらく 4号窯繰業時に

掘削され、のち 7世紀末頃に再度利用されたものだろう。須恵器はff-・ 壺・甕があり、とくに甕

の破片が多い。また土綽器の高年・甕もあり製塩土器と思しい破片がある．さらに特箪すべき

ものに土馬と埴製盆としうる破片がある，

出土遣蕎（図版36• 37、第40-43図）

須●● (T401~T410) T402の立上りはあまり高くない.T403の透孔は三角形と長方台
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II. 調1'7>.icU
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C. 苓穴這構
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II. 晨介の"鉢
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C. 竪,,遺構

形の紬iiiがある.T4041よ裾1111に近い破片であろうが、下hの二条突帝J:には釦状の浮文か付い

ている.HOSは三角影逍礼が正立・倒立としに入るらしい.T<07-T409はi/t恵器としてつく

ったものの焼成されないままの破片としてよい。 1'409の外底部には{[!!l.l~l.4om,i(Iよみに

粘土を押しつめたような娯跡が 3 ヶ所見ら ILる• T410は生造けである。

±鰤繕 IT4ll~T414J T411は二次＊熱の打無はよくわからないが｀焼塩土器によく似て

いる。 T412は玄界灘式製塩土器によく似る。 T4131よ胎土のIJIい寝である。 T4131i一見して円

箇埴輪のようであるが、どのような用途に供されたものかわからない。つくりは祖い。あるい

は後述の盆? (T417) と関連のあるものかもしれない．

±.11 (T416) 短足胴長のきわめて親近感を覚える土師質の土馬である。左耳の先端とたて

がみの頂部．尾の一部、それに右前脚を欠き奮鞍の部分が剥活している以外はしっかりしてい

て残＇）がよい。飾り馬としての追形である．全長 15.4cm.全器高7.4cm.重さ222gを測る。以

下に各部を説明する。

顧面はまさしく馬づらである。 2個の目、鼻IT)穴を● -... の間隔で刹突して入れこみ、ロ

は左から右へ沈線で切りこむ。口からはol手と手綱が鞍の方へ沈線にて表現される。耳..たて

がみの横、目の後方にとり付き、耳の穴も刺突されている。顔面長約.,畢．幅1.4cm。たてがみ

は長さ 5cm程｀高さ0.5~!omくらいにそそりたつよう 9こうまく表現されている。

鞍は前輪~ 後輪が約3cmの間隔に別づくりで貼り付けてあったのが、刹落している．前輪と

後輪の両端の間は4.60園。障泥．鑓IT)表現がなされていたのかどうかわからない。頭部から伸び

てきた手綱は前翰の直前まで表現されている。また、後輪からは尻繋がやは＇）沈線にて表現さ

れ、尾の先端近くまで（釈びている．

尾は下向きに鳥嘴状に少Lだけのびている。脚の長さに規制されて短くしたものだろう．

脚（足）は右前脚を欠失する。それにLても何と短足であろう。付け恨からすれば2〇くら

いになるが、耗枠の表現は 1口に満たない。足の裏は平坦な所に押Lつけて平らに Lてあり、

三本足でもしっかりと正立している。前後の脚間は6.8cm。

全体は指頭かまたは布のようなものを用いてのなでにて調竪し。所々に指紋が見える。手綱

や尻繋の表現は植物繊維質の条線が表出するぽ体によっている。焼成は良好で、胎±も良質で

ある．黒褐色もしくは黄茶褐色の色謳をなす。鼻や脚の一部に・手ずれ．の如き光沢をみる．

親しみのもてる好品である．

土襲晶 (T415) l員恵質生焼けの棒状品である。帖土の丸い棒を押えつけて罵平気味にした

もので全長7.2cm、幅1.1,●、厚さ1.20,、重さ12.3gを測る。何に使用された（使用しようと

した）ものか見当がつかない。

埴襲拿 (T417) 須恵器の焼成不良品のようでもあるが、化粧士をかけた痕跡が飼えるの

で、この軟質の黄灰褐色を呈する状態で製品としておく．やや胴張りをもった閉円長方形プラ
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II. 袋11'の記録
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第42図 H焼原窯跡群出土土馬その他実測図 (1/2)
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C. 竪穴直構

ング9吝器と与えらILるので、いちおi埴製立として報告する。四隅のうちの一角をはさんで20.6

cm t 15.8cmの二辺か残Iiするが、長く残っているガを短辺とする直H体になるようだ。この逗

辺はll(lf/.で23,.,;;,後となろう。長＆は32<ffl前後を想定したい。器墜の立上')は鮫大で10.5<●を

測り、深さは9<m程となる。内面のU籟 fie●雄の所に浅い沈線がめぐっている。胎土はFTLく、焼成

もあまい．内外ともなでを主体とした調蟄を施し．外底部にはケズリも行っているようだ．

5号竪穴 l図駈13、第31図）

4号翌焚口付近の北渭にあり、右排水溝の延長上に位耀する。 1.7X2.2m程の楕円形に近い

形状を呈する。出土遺物はあまり多くはないが全体としては界が多い．

出土遣物（第41図）

)(, 最．“•身・高杯・提瓶・擾があった. TSOIの基1よ壺に使うしのかししれない• T505のよ

うに幽着した破片もある．

O
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第43図 B焼原4号翌穴出±土製品（怠）実濶図 (J/4)
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Ill. おわりに A. 直I員について

ー

III. ぉゎ り に

稲几日焼原窯跡群9よ、 4基の窯騎とそれに付随すると思われる竪穴 5基からなる窯跡群であ

る．これらの局1l11には別の窯跡が築かれていたような絨跡はなく、この4基でもって完桔する

一群であったとしてよい．大きくみれば、項恵から稲元にかけて分布する*'象項恩讃跡群中の

ー文群である．

4基の中でも 1号窯跡は最も古く、これは須也窯跡群の中でも最古段陪に位置づけられる．

現時点では、宗1象項恵・稲元の地9こlJI恵器製作エ人たちがまず窯を築き須恵器生産の煙を上げ

はじめたのは．この H 焼原においてであったと言ってよい。 5 世紀末-•世紀初頭頃のことで

あろう．

そのあと、 6世紀中頃になって 2-4号窯が染かれ、同後半～末の頃まで採業され、そして

7世紀末ー 8世紀前キになって. 4号竪穴や 1号窯前庭部の所が再び利用された、というのが

今回報告の遺捐群の推移としてよいだろう。

ところで、今回の報告にあたっては、検出した遺構の窯駐・竪穴、そして出土遭物の須患器

その他について詳細な分析・検討を加えて考察すべきであったが．諸般の事情もあって、問題

点の提起にとどめざるをえないこととなった．各窯跡出土の9貞恵器についても未だ全器種を網

羅しきれていないうらみがある。この点の検討も含めて、須患器，，編年時位置や供給の問題等

等については後日機会を得て再考したいと考えている。以下には．現時点での留意点・課題を

箇条書き風に列挙して当面の責を塞ぎたい。

A. 遺構について

4基の窯跡全てか煙出しの所から両憫へ俳水溝を有している。 1980年に調企された岡垣町野
9庄 ,i I註"

間窯跡群では向かって右闘のみに徘水溝が付属しており、大野城市牛頸中通窯跡群・粕屋郡字
(RS,'荘●，

美町岩長浦窯跡群・飯塚市井手ヶ浦窯跡群等でも片方のみに付設されている．これは地域的な

ものとするよ＇）時期的な所産のように思える。但し｀立地上の地形的背景があるの力活かは今

後の検討謙題である c

次に. I・2号窯跡に付属する窯後方遺構がある。これは今のところ何のために付設されて

いるのかわからない。遺物が出土しているところをみると、単なる簗水のための遺構とは捉え

にくいように思う。

竪穴遺構について9とその出土土器を見る限りにおいても 2-4号窯と同時期に営まれたも

のと考えられる。その機能としてはやはり焼成不良品の投棄湯所ということがまず想起される。

実際のところ完形品の出土はなく、生焼けの破片も多かった。また、意識的に破砕しての投棄
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B. ,I絢について

という様ff!も伺,.知れなかった。し力•L. これら竪穴の儀削1こ祭祀的な豆昧あいが全くないの

かと言えば．それを元全に合定してしまうのし躊＂される。位滋関係と出土土器ヵ・らみて、 1・

3号竪穴は 2サ窯1こ、 4・5号翌穴は4号讚に付随していた可能性が高い。 2号竪大について

は不明である。 4号竪穴U?世紀末頃になって再び掘削されたか、またはく Ifみとなっていた

所が内和JIilされている。このときの土馬・製塩土器・埴製盆Ii注意される遺物である、＇

B. 遺物について

a. 各瓢の操彙期と時期

1号窯跡の灰原 1層・涅土中・ 窯尻上層・緯水溝・窯後方遺構から出土Lた須患器には 2~

4号窯跡出土品と同じ時期のものがあり、とくに 4号窯跡との親近性が浚く感じられるところ

である。以下に各窯跡を縦甑して煩似する土器をとりあげてみよう．

• 1077 (埋土中）と4018(赤5)・2006(1 ~17次床）は形状・つくりが似ている。

• 1083 (窯尻上層）と4015(2~3次床）、 1089(窯尻上層）と40(赤sIも形状がよく似て

いる。

• 1084 ¥窯尻上層）と3104(左排木溝）は焼上りもよく似ている．

• 1085・1086 (窯尻上層）の詞部は3107(左排水溝）のそれに類似する。

• 2060 (12次床）の頚瓢に見る押圧痕は3010(2-5次床） ・3067(1次床のff.12)に見える

ものと原体が同一である可能性をもつ。

気づいたもののみでも以上があり．これを勘案するに、 2・4号はほぼ同じ頃に操業してい

て．すでに廃窯となっていた 1号の上層と 3号の憐水溝に焼き損しの土器を一部投棄した、と

いう可能性が指摘できる。ただ、 2号と 3号の土器の手法に類似点があることから、 2・4号

と3号との問にはさほど大きな時期差はないと考えられる。また. 4号竪穴の器台は 4号窯出

士品に類似するので、 4号竪穴は4号窯に付随すると思われる。つまり、 1号窯から若千の時

期の隔たりがあって3号窯が1鼻業を始め、そのあとに 2・4号の操業が始まったと解釈するも

のである．

各窯跡の時期については、 1号窯が小田富士雄氏編年でのDJIII.2~4号窯がlllA-1118期

に相当しよう。その詳綱は後日に委ねる．

b. 須憲騒の成形技法の一例

4号窯跡出土の年の一部に成形技法の一端を伺い知れる資料があるので以下に示Lてお（．

まず、帖土紐の巻上げではなくて、明らかに薄い帖土板貼り合わせの手法が体部に見られる例

がある。 4050・4052・4054・4014などであり、 4050はとくにそれがよくわかる（図版35)。

また.if.身受部靖より底部へ1.5cm程の所に、明らかにここで接合したことを示す資料がある。

4029・4051などであり（図版35)、とくに4051ではその接合部がきわ，，て薄くなっている．
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"'・ おわりに

加えて．底部中心から 4-5cmの所に、 11,うまたは水ギに近い接合低と．思える線を断面に見

るしのがある。 4039· 、1052などであって、これは直怪8-J(k•程の~I鯰を成影の基礎とした可

能性をホ咬する資料である．同様のものは 2・3号窯出土品にもある．

上記のような資料を見るならば、項地器杯の成影が帖土紐巻上げ、水ピキという手法だけで

はなく、鮎土椒貼り付けや帖土円嘘などを使っての、部分分割製作から接合成影といった手法

も一部にあったことが~Iえるようである．

0. 土鳥について

4号竪穴から出土した土馬は独持の愛らしさを漏えた鰤馬である。

1935 {昭和10)年..:. の稲元8焼原のすぐ近く、大字河東字大浦から須点質の土馬が発見さ

れている．報文によれば、「四騨、尾端、及頭尖部を欠I凡したもので、r帷拙限りなき原始的な

手法で｀到る所に捏圧の指紋を見るが、無雛作に添陪した、円影に近き径3,4分の耳と、円

＜圧凹めた径1分余の眼」、 r左右に陰刻した各二条の手綱と尻懸と、そして背腹部に痕跨を止

むる鞍」をしった馬である．そして「重量56匁、黒褐色の極めて堅緻な焼成」の「祝査である1
し駐"

とされている。

叙上の大浦出士の土馬と今囮報告のものと比ぺると、土師質と頃恵質との這いはあるものの

非常によく似ていることがわかる。あるいは製作者は同一人ではないかとの息定もしうるほど

である。この大浦の出土地点は特定しえないけれども．両者がさほど距たりのない位置関係に

あるのはまちがいない．このような至近の地でよく似た土馬が出土したことは、お互いの出土

立地を含めて大いに検討されるぺき課題であろう。時期的には先述のように 7世紀末頃として

’‘と"おきたい。なお｀中間市垣生・砂山からも表現法のよく似た土馬が出土している．

註 l.福胄県教育委員会＇腎間憲鰈群』 1鋼塩バ4パス閲係涅蔵文1は“員査籠告 第lll!>J982 

註2.大野城市教育委員会『牛頸中通遺跡群"大野域市文化財調査籠告書 第9集''""
大野城市教育委員会『牛頚中通遺跡群ll』（大野城市文'"'調査楓告書第9集)l鵠2

註3.字芙町散育委員会＇宇美楓音漏』 1981

註,.飯塚市教育委員会＇井手ヶ濾憲躇群』 9立岩園辺遺跡発揚調査輯告書 第6集>I飯壌市文化財調査輯告

書第9纂11985

註,.田中幸夫『筑前発見祝．兌属の二例』考古学纂誌おー 7 !935 

なお・"用文のうち18字体は現行のも，，に改，，た．

註,.中閏市史 1978 
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稲応U煉組憮M・計出上上器Ill察北①

直暑 物サ 笞 H 廿濠' ぷt 法員、,・11) 貼 j, • 鍵成・色綱その他 綸専i醜li.洟集書号etc.)

,,,, 慧 ＂ 佳高 u , o 豹撮外lはJ¥.色也成；＂内恩祖鐙,::カt 燒 1—・ヽ）は中遁． 3』lu桟.1-9 

" ss 
血茶尻.l'i傘 色．9凶 1 "轟 ,-' みかついていた と` 、盲れるニヘうヤズれよな~••.次,.

1号鵞 II 様紅i1 ↓ U 佑い色1．flを <I: ヤ成9わ途ながきt>hて直． 9. 10底 1-1
器 4.3 ,fj_. 蚤 浸る．へうャ :(•J は圧諷 'I.

'""' " kl~ 郎が<f•>にな i,.

“ 

"'烹
r:i ll 12 s 祐霞1i●請色且を，公uする．中這ながら干織． 1006心賎と, 1-51 

'""" 
1 つくりが臥る

＂ 
,~ 窯 口｛怜 !..1.0 姑 t.は且細砂を活r・含む． 1、4帽 ,-so

娩内成はl四 ＂ 外面矢明るい痘色を~·t?,.

＂ 
1サ湾 n tl H l 拾土が"良 l/嗅 1一絹

焼 ・全色をする．l嗚 ＂ n 昴1こ貼土力•達ft着し．藍わ蜆きがわかか
＂ 

I~ 窯
ロ ti 13 I 

駐焼成士楕直良．。紫峯褐色を呈する。 1赤っI!い｝
1/8残， l-53

lOOO ＂ l次床

l号窯 口径: 1-t.-t 違ヘ大紗改ラtさ中をズ遠し,,含み左貴；給茶凪土ばやや岨い． 赤謁色Qf含む．
1/況 l-10

l匈 ＂ 
器 " l:t '; 色,｝を呈する，

． 受郎 HO  ケ..

1号窯 U 径 15.0 狛 l:.Cj紗良端．醤立（はをくほンすャとべー人9こプピ感含でじあま;.ずる精良外
l/o残 1~.&6

1008 ’’ 
燒立成上はヽ） 内． ＇ 画其尋Iるい茶色．

” 
9号窯 祐成土＂"良吃編． 

I/JI環， J-蕊
蜆は 灰呈する．,.., ． 
U 内面""'，縁貰ふ色うをとなる．

” 
1号窯 祐追土"良良 1-52 

1010 ＂ 笑口～
成は ． 好．黒灰色一貢豪色を呈する．

色譴部

1号讐
u 廷 13.3

胎土色ラ""呈・し燒成瓢む良犠国． ず
1/8残• I―'7 

1011 ’’ 
沃 を一 む．

” 
へケズ'Iは 'I~ 

1号窯 口 径高 14.0 砂燒位成井面は灰部を含中黒外途む色iiiが．I― ± 給土は良． 長石校が目立つ．
1パ残,1-3 

註 4.7
1012 ＂ ． 繁ロ-• 外天 灰橙色目．内繭楼』）賀色●●面 カキ （右回 ）． 撞．を欠失．

1号窯 口 径高 13.3 紗焼外天粒井虞面は中臭多いがで一完沃比土●口饒長内＊き石函上君位がが●立つ．
約1/10-).くも略完彰．

醤 5,3 は ［こ ，， いない． lー1
1013 " 

咲郎外途面色は右全橙回色り＿力 目．体賀て色輻．に糟鐸痕あり＇葦を欠夫．＂ 
1号窯 口 径高 12.7 微貨天砂鐙井拉郎色多いが貼井土駆貞 蛛粧土虞は中追けこ

1/8を欠くし略完影．
翡 5.2 で内天 は をかた伽くに紫筐 l-Z .... ＂ 外iili も国＇｝ iカtキ目．譴を欠夫~ 口縁1こ盃色．みあ''~
” 
1号費
口径 117 

納ヘ黄橙土ラは色ケ良をズ．呈饒す或は中遠ながら竪編．
l/St見 J-11

1015 匹
受錢遠E 14_0 

，，はる右．国り．
,-ぷ床

差99次号床覺窯i1f 成

口径 12S 妙粒"買色多ズいがぼは，い右胎土貫••,.色.受_を,...呈す,, 中迄， 1/3蹟• I一16

1016 ” 
受麓 148 

ヘややラヶ っ，9 橙匝 慕"る"．えの頓あり．

心●1口号～窯• 縫
〇 径百 11 . 8 砂茶粒色多いが馳土良．議成中逢だが磨,., 3/5残.1-12 

1017 鱈
器 5.3

ヘ買ラケをズ里111す:1左る．iii I). 受鵠1こ押え廣3,,,所あI).受：船 13.8
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稲"'"煉I~痢粁詳出土土諾観該ゆ

遺書 物号 活糧 出麹 占上 法鼠“筐l 駐土｀燒成｀色調その諏 躊身l峻II,実舅奮号w:,)

箋.,1u~,-, 窯• ● 
u程： 11 8 

"柑ヘ"貫ラ色●いが遠給す土A.氣成1よ,.... 31S惰， 1~15

お 高ほ " !Olli ，，身
女品 14 0 ヶを"'I11左る2固＇）、受品 1こ渭え飯あり，

"'意
＂径 117 拾t_A.,焼或は中進 i遭元状態になっていないi 2. 5-残.1-廷
受狐径 13 9 ・位う色をズ里す"る1019 ＂ ヘヤ I)↓t ． !iii'). 

＂ 

,,, 窯 口径 llIi 砂粒が中注多く、胎す土Uやや税い 4/~I員, 1-11 
甚嘉 3.4 燎成 だが で1::硬体責 貴償浅色を垣十号る．I細 ” 名縁怪 U.3 へうケズ'llJ.l這＇）． 砿に い,.,Ji! • ． 

1号憲
口径 110 

紗外拉直緑はの内一外多部にいが胎灰修臭痕土良色，，． 惚熾成Ii中遠色． 
t.3残,l-13 

I⑫I ＂ 
苫高 5_5 u が鳩 ''I. 、j縫素 ．硬買のへうヶ ::(•JUl.i.国,,.

． 受部往 13_5 

1号窯 納土良“燒成は中達． l/1磯.1-3? 

I四 ’’ 
貢橙色を呈する．

． 

1号窯 底径： 8 0 胎灰土黒良色．を焼呈成す1るよや．やあまい。 1/-i幾 1-匹

'"' 高杯 ＂ 

9号窺 駐土は色良里く素す嬌色をな-t.焼虞"良， 1(6洩 1-78

102, 馳 灰内業函一郎をが灰艘る．,. 
,_刃潟、

1号濡
口径 10.7 砂拉が色多い．謁嬌成呈"良す． .l,tl鬼 1-80

1025 • 貰灰一灰色を る．

9次末

1号讚 胎内浚±は良 縫色織成良方外
1, lO残,1-79 

'"'' • 状遍は文1貰よ纏灰． ．な ． 面であ沃色る．を呈する．

1号窯
口径, 17 .8 拾貫橙土は良．呈饒す成る1．ょ中途でもろい． 1/10残.1-20 

1027 壺9
痘状丈色"をやや帽い．

1次床

1号憲
胎甕外土"尾精良色郎.内,あ紫面ろ色"うを尾．呈沃誠す状色る文を）呈"慶す上虞がる良．9 ． 

!-TT 

l028 裏 画<1)は0頚 ． で 1条．下が10条．,_虹
1号憲
口径； 47.0 

始赤注土は色文良を"．里髪す成"堅緻．
1/12残 1-1'6

1029 ＂ 状茶 上が11る．粂、下が加粂．
＇～屯

1号珊
ロ径 38.2 胎土は良 蟻成はあまく不十分粧である l/10残, 1-15 

I匹 ＂ 
赤茶賞色を呈す'D.内外ともft 土（赤茶色）をかけているよう

1次床 " 祗状．文はII条か．
1号隋: 
〇径 14.3

微外ヘ砂面ラ位紫ケ茶多ズ褐し''`色"慧．右色内回位面り子黄．含檀む色．． 蟻成中途．
Ih鶏， 1-4

1031 坪葦
:色

器高 5.l

1号霜
口径 13.4

胎土1よ纏ズと砂も「｝はをうやや茶多I)色.く受含。む． 縫成Iiやや款質である．
1/環.1-41 

I匹 ヽ 内外~面 すい

． ヘヤ 右国 紙疇1::押え甑あり．

1号窯
口径 13.9 胎土は良里` ややる砂．粒多し．縫成1よ良． li8蹟.1-54 

'"' ’’ 
灰墨色をす

． 

1号議
ll 径 13.6

胎外土灰は良色ズ．． 発内は色面右す灰墨る色．ま受． でに縫成されてはいるが． まだあまい．
1/4蹟.1~6 

I匹 ” 
輯高 5.~

ヘ面ラケ ') Iiiり 狐鴻はシャー7o． 
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11 .. 11焼頃窯跡訂m土上．器観麻及③

直．論， 醤 H 出地 点：t 法 t 1n,i 胎土・畿絨・色調そ q)Ill 傭考1fti'f.実嗣●号etc.l

灰昂1 号憲澤
r.t fl 13 2 佑 t.良．縫成は中;遠だが碩貧である． 1/4蹟.1-5 

l臨 ,, 量 器高 49 黛豪っr渇色を翌す

色t
ヘ .,. ,:; tJはぶ ． り．撮ぶ矢か．

1サ窯
tJ ff 12,6 駐七良が色.を冒,'.i涅謁す色る泣．fを少し含tr.最成iJみ2い． l心賎.1-心

l幽 ’’ 屠買滅" しい．
． 

9号窯
n 径； 12.』 姑tは鯖良.呈¥微紗粒は多い） 最成良好． 2..,'5残 1-8
謁高 4,6 灰責ラ褐色ズをリ する1匹7 “ ヘケ は左回．凡織身のつくりである．． 

9号灌
口棧 12A 蛤土は色良を．呈赤す轟色拉閉・直f-を含しむ．羨賦はあまい。 Ii割夷.1-令

JU碑 ． 貧茶 る． 書い．

． 

9号窯 ll 径 13.0 胎内1土は編けをうやや多く含む 縫成良茶 1/6残.1-心
外面とし すい茶色．外繭lttf< 色のftl!E土がかかっているよl碑 ． 
だ．． 

1サ窟
n 怪 14.0 給内土は編紗し哨をやや多く含む“蜆成1ょ良． 1/8瑣.1-仰

l四 ． 外面と るい茶邑．

． 

9号鷹 枯燒土"良中．綱かい赤色矯色位す-fる力‘人っている． 1/10残. l-99 

1041 ． 成1よ途．茶橙を呈 ． 

• 
l号窯 胎賞内橙±.外•は色と砂拉多い。I追ま』よ墾籠． 1/10残.1-100 

U天，l

'"'' ” ぃ天櫨鍍ヽ J.へナケズリは左回,,. 
灰鼠l層

l号凛 □ If. IS.S 胎土良色．疇檜琳鑽． 1/6良 I-~

'"' ” 
灰貫 ［外籠i灰葦り）

． 

1号鷹
ロ径 13-8 胎灰土贄"色や．や岨い．焼成良． 1/5賎.1-認

l四 ． 

＂ 
9号窪 駐内...... 土外9面,よこ編砂斑もを若干荼含"色・ 熾成は中途分．） 

H, 
1045 胃 黒と 明あるりい。 ～黒 ,_,. 

． 

？ 
ロ経 10.8 馳茶土色は良． 焼成やや歓． 1/8残,1-38 

'"'' 沐身 む
1号凛
ロ径 11-0 砂粒少なく給土良．茶蜆¢成あまい． 1た環• Iー17

'"'' ” 
甚高 5_4 ヘ外面節ラ灰ャに茶ズ色•J は｀左内あ漏回り ． 繭11回転となるl

． 
受 押え痕り．

l号黛
口怪； 10.8 胎士糟色良．呈鑢す成"中遠だが良． lid:. 1-3? 

l匹 ” 深賞茶みのあをる醤形る。とな..

＂ 
1号薫
ロ怪 11.8 駐内土"直纏砂もを多色く含む 燒成"赤中逢． 1/4残 1-39

“幽 ” 
外と 白賀を呈．する． 褐色粒子を含む．

” 
1号窯
ロ径 12.0 胎土は砂控多L.燒鴫；は緊緻である． 1/6風 l-36

わずみ色を,1呈す右る1050 ＂ ヘラヤズは 固．りァロ縁立上りが湾曲する，
灰厩II

1号窯
口径 11.8 駄土良 饒成中追魯だが甕緻 1/5鰻. 1-18 

外面ラ体.郎ズ"灰鴫左 ．'， 伯"買.檀色．1051 " ヘケ 1/l;t • 
＂ 
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這奮 掬叶 四帽 ,. 出§t 法蘊"塁↓ 貼 t.. 蟻成・色肩その鱚 盪曹l残―伍寛樹1号etc.I

"''" 
n 径 11.J 貼~t•M少 ti): .. t.. S, 11見， 1-u
石高 :tA 醗，I•這だか硬買．決 を達する．

'""' "号 ヘ ャズ』は圧1111.').受甚•色郎に得え禎2つ．
沃嶽ll

受昴楼 IJ._J. 
， 

,,, 唐lII I至 !Lil 貼 VI•編f1'F.l含む．色繊直呈す中途． I'り穫， I JI 

''"' ” 
受昴径 IJ.11 内け面とも引るい口を る．

＂ 

"'渭
u ti I0--1 胎 kば色良．蟻成中途。 I/ti錢， I 72 

I函 ‘’ 
全郎恒 13.~ 賀置 を琵する．

． 

1サ彎
受郎程 uo  駐土9ヤ鐸妙をやや多く含む．氣成,,,追． 1/4穫，〗 33

内外ラ面とも明る左い峯色．1055 ． 
ヘャズ,,ば臨り、＇． 

lサ渾
n 穫： 11.2 姑土中罐紗を若r・含む色．縫成良． J/6残,1-34 

9啜 ． 内外面とも明るい荼 ． 

＇ 

1号鴛
〇経 u.o 駈上中砂位多し．縫成良好． 1/4蹟• I-祁
受瑯ほ 16.0 滋灰7色を皇↑る

'"' ” ヘケか9はむ國‘’ り．． 

,., 窯 U II: ILO 駐土中色砂を拉す●し。最虞良． 1/S隕,1-96 

1058 • 受墨涅： ll.O 
ヘ灰蝙ラヤズ箋,,,,る左，国,,.

． 

1号窯
U 程： 15.5 枯七i鱗けをやや多く含む．羹成R好． l/4. 賎,I 57 

内外，面とも瞬灰色．をり呈する．1059 ． 
ヘ・ ケズ，｝は左 ． ． 

1号窯
口怪 11.8 胎t:よ饂紗をやや聾く含色む．焼斌良好． 1/4隕.l 58 

I畑 ． 内外.iilともうすい茶.,灰 を呈する。

＂ 
ヘケズ,,.ょに国．

1号窯
n 遜 l14 馳.t.やや糧い．縫成良好． 1/6蹟,1-62 

1061 ＂ 
受謳経 13.4

一賃灰麒9色こ藩を呈修籟するあ．り．

” 
1号窯
ロ怪 15.6 馳土は編紗を多く含む 縫成は中這 1/1 '" “滋 葦
藝高 35 内画茶赤色．外面茶灰色一茶色．っくりか縫である．

” 
外天井謳は攘遍に近いケズ'I.

1号,.
〇径： 13.6 砂粒含むが飴土良．黒色ね子を含む．熾咸u墜繊、貧灰色 lit残,1-21 

U蔦3 越
1口頭饂内面は一羞iが灰櫨'))

” 
1号賓 〇 社大19.4 砂粒多（駐土はややII.嬌成良好•• 1/1 1-19 

l匹 塙 小14.2 墨灰色を呈する．ヘ高ラケズ •J はら左しli!l'J。

” 
器高 62 本来は口径17.,.,躊 5. 5"'" < 直か．
底径 l20 

1号露 馳土中紗虻9し 示褐．赤色位謁口子色鍼を含里艇むす．性る 1/5残• l 町
嬌命ナ途（生饒け を

IO応 器台
這碁と蜆上'}は同しじ ~liJ 古もある．． 

1号竃
口径 15.8 祐士良．燒或はふつう。 1/4穫,1-73 

I函 壼 汲外画色を呈すキる．

墨色土
はタタか．

灰黒1号色窪瞭土

口姪： 18.0 胎士は編砂をやや多く含む．燒成は中途でもみい． 1/4残 l-74,.,.; 壼 内外iiとも日笹色を呈する．生嬌It.

1号11 胎埠．焼成やや捐・ 力，，騒消「か.1-101 

1068 聾 蒼橙色を里する．

． 

稲,tu焼仇窟蹟ff:11上"器観¥雄
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稲9じ"縫1氏窯絹・群liltL器畿店約⑤

n 暮樟 出這 .. L 注● 1, 鼻／ 船 t・ 識成・色綱その債 爆母1桟存．寓島書サ也ト

lサ窯
lI 駐茶UU灰I.氏色色．を,,熾況軸成すか良るか．． かる．

,_., 
9凶9 凝 ... ,. 

l~ 窯 u ti u~ o,~ 多いが狛-rJ-. 良．織域はみまい． I 5債.I -2'1 

'"れ9 " 
到瓢lt ll l i真灰色を涅 る．

． 

'"窯
紗灰れがをか・カtヰ良．遭虞はあまい． l,t ー I~せかs践≪..

'"'' 複
褐色埠するし 1-2 

． 

黒灰・~ 濯原
U 楼加.0 u鷺灰鯖色良で灰.披....,, 良謳好分．は貴灰n色． 1心残. 1-66 

'"" “ 色土
1サ讚 はぷ渇土中塁色紗9をこ拉●す●るL.． 鰻成HJ>• 

J,'3賎• I-鈴

1073 ’ .tlil 似るが｀生縫け．沃..,, 

1号窯 拾員峯土良灰．色熾を成呈す"hる．まい l中直） 1075とよ 9似る

"" 
． l-65 

＂ 
1号憲
口径認.0 胎灰土黒中褐妙色れをや呈やす●るし。． 燒庫且"・ 115讃.1~67, 認，81

''"' 
． 

” 
1号窯
口径心.6 祐t:.:tやや蜆すい．蜆賦良好． I, 13残.1-認

)0,6 ， 頃甚男古か色．を呈 る．

＂ 
1号憲 n 漏迂 J l . 7~ 

胎土U2.5．,,• は内以iii左f雌liilの'I紗色.紐．を外含面む貧． 
完影• I匹訂

,on 9ぶ曇 醤 4,75 縫成芍. ：え蟻 灰色-i真色

煙土中
へヤス

1号慧
n 径 u... 

祐灰土貫良色、を嬢呈成す良る．． 
1/8隕.J-町

'"' 坪身
受纂II:14. 〇

上‘’
1号耀 〇召: 11.6 内駐外土ラ"函纏とズ紗も灰"をや已もや國多（含む． 熾虞良好．

完影.l-60 
3.0 

"" ． 受覇瓢 l.f.。
緯＊漏

ヘケ,, 'l. 

1号襄
口径 11-8 内蛤土外"面纏と砂もをうやすやい茶●訳9含色む．． 埠膚●軒． l伐覆.1-61 

1080 ． 
受瓢径 )4.0 

” 
1号富 口 怪贔iJ2.0 駐内土直"う纏す砂いを灰かはや右色わや董、る＇ 外多直く含うむす。い燒灰成色"・良奪好茶．色を呈するが.-繹高溢 1/4環• I-印

'°'' 
． 受器 , .. 

鼻
瓢極 14.0 にて零色ズに,, ． 

ヘ，，ケ 'I.

1号奮
〇復：お・2

灰胎零土良鶏色．燦を直里良す．る．
1/1磯• I-四

1082 聾
賓

9号窟 口 墓径 14.5 ヘ胎縫成土ラ.,,_蔚内後貧国の砂沃り位．色～多没く含み粗色い 2/: 磯.1-26 
9磁 年蓋

醤 5.15 "，，硬ズ．.,,,逗左 ． 責灰 ．外蘊貫灰色～黒賃灰色 匹々に蠍綾土り膨．れがある

•尻

1号窯 〇.:径 12,45 飴士桓蘊/はい11-4•*墾外固の面いI) 石．は. 蔓．白色粒を若干含む．砂を多く含みや 2/環.J 蕊
受舌 S . I や 燒は

“追4 沐身 15.0 内 と灰賦色；右． 鴫灰色一茶沃色で内外繭とも灰鍍I)•． 
ヘラケズIJIJ.

1号憲 口:廷i, ll!.45 胎内胃嘉土禰ははは編浚3.な砂貴ユ灰を色多ヘ量―ラ灰含ケむ色ズ．． •J鐵外は虞嗣左はfが羅硬疇り緑．． 灰色を呈する． 杯＂I —継籐匹Uは完1/8"霞・． 
'"'' 畠杯 : 匿 9認

1奮.5

＂ , .. 

;
＇
~
，
~
：
~
~
＇
こ
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稲元 U 燒尿窯趾詐ill.Iヰ澁馘察~

t悶藝種 出馳 上q 注量 ¥"11) 飴土．・蟻綾・色綱その鎗 懺昂I桟存．貨瓢奮サIU-1

1サ稟
口』復"'給土:U... 3Sたu重,.l1,. 曲内"がの~9砂面負flに沃へを色少9．虻し外含号直み．"．編“貫灰墨量色含む鯰が灰AH色. ％ 郎!I) - 畢彰． を1 ハlft 'I;: 

K嗚

““ : 醤 "
焼鐸域属」iSヽ I炎 ～疇 ． くか略完 ！べ幻

●尻L讐 '" "' 
l号窯 口往~；＂む 灰駄i.色11紗位をやや含む．鰻成Uふよい． 』 iは完駐• I-謡

1雌7 聾
響： :!6.9 
最大伍． 

記， 3

1号薫 ロ様:15.8 灰は上色,ー,紗島灰ね色を少を呈し含すむ.．.鹸賦"良． 完9え 1-93

l滋
＂ 最霧 " ・ ' 

＂ 
大穫

"-' 
1号窺
器畿口大径寓騎恒"''"' "' 

灰駐.t・中砂位を:F.+含む．熾成且 i底暴ii)み覺域がJ:,まいi. 完影, l-90 

I⑲9 ． 色． ＂如と同ーエ Antt,

． 
'3.0 

1号薫
口複 18.1 灰姑土色●を砂呈望するを石.千1-含気む"．"歳一虞人良のし.. 襄.瓢のみ慶成があまい,. 6,iJ員.I-糾

I函 ” 醤畿漏胴径紐.5
． 

"-' 
1号漏
編量n* 径畠"也"'" ・・ ' ' 灰は土色中纏黒紗色拉9外をやや多く含む．輯分覺虞が良灰鶴か 9

充影.1-匹

'"' ＂ 
一 貢iのカィな'I(I') ') I 

． 

"・' 
9号瀾 口恒= ね.5 胎腿費土灰と中色こ砂み一位鴫ど灰をこ少色う灰L含かぷむ．H燒直良 （内外漏、 0綸瓢灰懺•• 外甑嗣 完影• l・ —9'1 

蓄最 " ・ ' 1092 ” 大怪． 

"・' ・:・ 〇琵=； 2U  馳内土直中ヽよ饂鴫妙るとい小茶砂色を．外●面く含は囀む．る彎い成茶良色好～．星 '""'墨襄
,土.,底慕 ,_ .. 

1093 ＂ 
翡最 凶.0

崩K・ l 節上 ＊差
2o.5-~U.S 

＇お 口 怪高嗣匿35 ,u 馳土位中..“... ～下位字を.. やに.や皇外鴫含面む覆．つ繊褐あ成色りはふつぅ． "土'疇残馨， ,_,. 

l昭 ” 器最 ・ ' 内嗣扇. 、2• • -璽色．
蒻K-1下

鵠.9

2号竃 口 径萬 13.2 馳内外土：.. 綽馘.灰'以・邑ヘ下-,のラ真紗鴫ヤ粒釈ズ少色し外む含む面国，は纏璽砂灰色●量～汲含む墨．灰鐵色虞～：賃よ硬灰．色．
2i3畏.2--1 

紐 I ガ董
器 4-.3

面直"灰 . '". ' り． l8;J:;lf 

2号窯 口 径嘉： 14,2 
駐内外土iiii中i!iご2璽赤.5灰貫一色謁以色～下浜のの墨土砂灰を位か色含、ぶむ外る．函．織へ1●成豊？は灰ケ醍色ズ．～'"'疇茎右灰国色.～.頃灰色．

“颯 2-6

匹 ” 
器 4.2

“ 
2号賓 口 怪高： 13.6 駈内土は約灰ヅ粒色•J を少し含色りむ 縫虞は灰彗良色に． ""疇完影U． 

公 3
＂ 

器 38
ヘ配ラケ' "-鴫右灰國 ．. .. 外繭天"井 -キ墨ズ色あり9．外蘊灰鍼るL ca くらい欠()

＂ 
2-1' 

9号窪 口 径寓 13.6 輸土灰9；色ケ＂をズ＂呈1立)すをやや含む．蟻直ふつう．
完影.?-9 

塁 5」凛•
碑 ＂ 2次-1'床 へ はも．国?.外天井譴こ与ズあIJ.

9号窪 口 怪藁； H.5 駐燒土は砂位,,J. U をやや墨く含でむく．す小ん指でのい先る＊．の醗を 1つ含む． I/環.2-~ 

函
＂ 

馨 4.1 成ラふつ 議右力國灰り色
． ＾ーケズ ． 

21 次号-窪11 
口 径寓： 13.85 

ヘ駐内葺土ラは"ケ黒ズ3一灰'"'以色下右．の外國砂il,粒lJ.含黒み灰頓色ぃ～．鴫懺茶直灰硬色．． 量くいぷされている． 1/彩10を欠くのみで略完
2006 ” 

器 s.o • 2:-2: 

2, 祖号_蘊,, 
口 径嘉 14.2 

ヘ島外な土繭るラ"中．ケ紗黒天ズ位褐井'11瓢色を1少臼し含賽な' むが．つ鍵成"ふうつう
Ill戌形• 2-10 

細 ． 暮 3.8 に いたよで．．内繭はいぶされて皇灰色と
11か り分厚い．
'1は右嗣 ． 

2号窯 口 径轟 13.-15 ヘ胎内土繭ラ中1ケよ繍鴫ズ砂緑，'灰はを色右多～國く含撰りむ黒．灰．最色咸."外"繭は・農灰色一汲農灰色で灰量り．
1/Z良 2-3

血 ． 
馨 ,.95

曾

:
 I
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遺● 掬号 暮糧 鳩出 点. 法馳(~印J 佑土・馳成・色舅その饒 鯛与！残＃．実綱書号卓叫

,., 窯 口穫 142: 馳J:Ul縫.5u．内Jl面F；ょのほル慧,~灰を色含一み閾，灰輯色砂．.. (含む J,:! 残.ず.! 5 
血 "量

註高 45 燒．成U 外面；1滋懇灰色． ややひみぁ,,. 

12次箕 ヘ7.,.ズ＇』は左闘 •t.

9サ窯 U 穫： 15 4 紡土中け粒を少t..含む．織成aa射． I;:. 桟.2-8 

""'' ＂ 
葬高 4.,1 内 itiU駅色外血よ潰灰色~·灰械る.t.:Jl:I彫に羞彫する．

” 
ヘラケズ •1:よ左国＇）．

'"翌 Cl 径 143 馳土,i,n~を少し含む．織成Uふつう． 4ふ残.:?-13 
匹II ． 給高 4.9 11iililが長色．外国は荼灰色ー黒色 I 患光＇）す~)

． ヘ_,,,,.ズ，＂ょ＆固り、

9サ窯
口程 J4.7 話土中紗粒を若f含む．蛾饒繊成）．月内． 2心隕,2 17 

幻" ． 馨高 4.6 外函U星茶謁色 (II槃 )~ 函a賞褐色i泥土付噌で斑もよう）
9次ほ 口唇外濾,~面をとる．

2号業
口往 13.5 胎·~""色· 紗疇"を少色し含む．色邊．成ふつ；． .,, □ .. Ii • 

"" 
． 霧甚;!;.} 内頃ヽが~ . ts.iii 灰 一黒 （は1,6残）

ふ淑●
ヘラケ r:•, は左固 IJ~ 2-11 

2号窪
口琵； le>,t 駐＿““少拉色含むがR紆賞．灰蛾色虞i祇）中遥でしみい． 略完影,2 I 

以14 ， 器高 4,6 内iii貫謁 ．外itiは ～疇灰色．

1次床 ヘラヤズ,,は左羅'l,

2号窯 口程： 16.0 狛土中編りを多（含む．燦威は良． 114叢,2 30 
匹1, ＂ 

馨高 3.6 内外面とズもうすい茶灰色．
． ヘ．ラヶ ，I IJ;;, 繭り．

9号窯 口程； 13 7 拾土中砂粒を少L含む賞．蜆灰成色．"良． lll1'完影• ? I? 
,OJo 
＂ 

尋高 42
内外函....灰色慧．外"面着は

” 天井郎に富 “ 
2号窯 口棧 13.4 狛±び,茶2砂つ粒ばいをやや含む． 鑢成ばふつ繊ぅ．き vi残.z-訂

'°" ＂ 
器高 3.11 1. ~ 色 lll蔚蜆諷の色と 上がり）

＂ 
ヘラャズリは左邸')~

2号直 胎土中纏紗色をやや多く含む．鍵成fj良好． l;lO覆.2 53 

勾" 坪
内面は灰 t白灰色入外illl:i疇灰色（灰禎')).

18次
輸だまりあI),

2琴慮
葦U径 12ふ 胎:t;i編紗色を多く含む 饒成は良色好i．灰 1/ヽ残.2-54 

"'" “ 
身口涯 10.4 内面は灰．外面は灰色一躇灰 鑢I)).

12次床
受郎径 13.0a 

9号窯 葺ロii 11.4 胎土は良。鑢虞堅編牛 1/着残.2-52 
加 0 “ 

身口匿 10.4 内面は灰紫色外面/;t灰掲色一賣謁色で楡がかかる▲

． 
受瓢證 12..0 輸I!.主,,あり． 

2号窯
□ 餞, 11.8 貼土は良．馳虞良． 3/5残.2 50 

2021 沐身 受郷経； 14.0 いふされて濃変している．外廠郎にヘラ記号あり．

18次 ヘラケズ •J~左回り．

2号霊
口径 ]3.0 狛土中 3-以下咄粒を少し含む．邊成,.1晒， 1/2嘱.2-28 

泣 2 “ 2-17 
器高 4.55 内面は纂灰色外面は島灰色で灰飯IJ(いぷされている)..

大床
受瓢径.lS.2 ヘラケズ,,は右回り` ‘

9号憲 n 径 12.0 胎.i.中 l•"kの石蔓・白色粒を若干含む．砂粒をわずかに含む． 3/環,2-21 
血 鼻 昌 高径 '・" 饒漬成は色や-やIAI軟輝質．色．ヘラケズ •J は左国り．

” 
受麓 14.~ 

2号棄 a 径 12.4
胎饒,醤.. 土成高.. は"のり屋わtで繊uりテ*．にカ"の内テ石"'立カH蔓"し騒をて含茶がいむ灰匿●．色いL砂（．（ヘ蚊すをラんヶ多でく9• 含む．

1/2残.2 2t 
虚 4 ． 蒻寓 5.蕊 るヽ）．外I!!蘊l:i疇黒灰色

” 
受襲径 15.0 ＂か r; IJ. 

2号珊 n 径 12.6 駈土，は良．嶋成良． 2/3積 2-38

磁 5 ． 器高 4.5 黒 を呈する．左外蔽腿にヘラ記号あり．皇凰はかなり分厚い疇
． 受聾径 15.4 ヘャズ'Jli lfilり．

稲,i;U燒1●窯鯰群"'上上器観沼紅
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澁9じu燒1店窯訃諄＂＇上 .t詮観咲繹

遺暑 掬サ 註檜 随'"，',,~ 怯 It{c騎＼ 祐 :1: ・氣絨・色懺その他 量男 I 幾fJ.'l..1!11•}1.'1.C_,

2サ隅 u 穫=.c 11,3 防,,面鵠,,,., 少黒を●9含む外 饒灰成誡；よ良 u繰眉IJ桟.2-ぷ~,. ば身 ,,_.. , 誌"'外"卜 と' "'よ色号. ~. ,,,、••'ぷ註,さ,,れている1,, 受鵠 J今7 必にヘ..; . ....._ .,.;,:,:,i1.t • 

,,,. n 社 I~,;s 肪い!l臼,k_;ぢ,.i尾 (J色色粒汁をt,・『かに含t:.紗-~を寡く含L・ J 5役.:! -之

"'" 峠 "i居 5益 讀戚,J直．iJ内!!ii』閉灰 . ti! は岨U灰色如

” 
~ 部 152 ヘラ 'T:('』 K頂がJ.

,,, 咽 u$怪: II 6 祐黒灰ラ以色9良、1。勺焼直成ヽ9直いぷっされてい●。 外●灰甑.,_
l~ 残， 2-49

'"勾
召 "

’’ 
受： 13 -4 ヘケ::i:;:c』はlillil''・

,,, 疇l U品径は1 祐叫J.l -2臼叫嬌んi輿成；` 白色ゃ位略をわすかに含む． 9 ION.. 2-お
器 S.2

io29 ＂ 受 l~.5 砂＂,LL位面"を黒E・色るト含で）むく．す ではいやる．I.外い面。は'患色～灰,.1色 ，•被＇）で開尤
． 

てい ヘラャズ,,1 国 a

2号窯 L1 径: 12 2 祐9外勺上中紗鶏粒色●持を．多＂ち量に含渇む 焼成貢ヽ 1咲色厩織の編． 仄
左彰.2-認

5今152030 ＂ 受詮郎 14.8 画砥節iは liのヘli 沃ラヤ e;J;JIこJ• 灰内 に環陵過'l,した頓ふ.,.

＂ 

,,, 窯 u 径= 12.1 
柏..坂郎上は色1よ良をさ達．す箋成る匹．分号町•あ． 捻軸1こより焦光『）す屈る所,.,,. 2:'l残 2-37,., 

匹" " 太,_,，,と 士揖郎 1-4.5 底外 わ”て紀 I•• ヘ7-"..ズ •JU 左.,.
底部にヘラ '), 

2サ窓 ＂佳: }2_邸 ● ,, u, 鴫灰色粒色、 鰺外団紗面り"噌・赤Uな沃肉深色色"灰・の燒舷あ成.,9よ良好．
l/2: 残， 2-2:0

碑 ． 諾 6.1
ヘ直ラはャ滋ズ L)はーむ は．か ，） みで るユ纂形となる。

12次床 受部 lS.2 

2号窯 口径:11.7!'> 
馳内色士"編情Uズ紗灰峯灰位色色を含む灰 饒成""好らに』見． 9 

:?: 5残 2~19

碑 3 ” 
若 S..JS. ● " . 伍さ,,でまよだう になっている．上外輸直lむ兵賀沃る

＂ 
受郎 14-2 ．ラ翌 :.ti `いふ： itた くな＇｝．そのにがかか

ヘケ'}は回＇），

2号窯 口径: 10.4 駐内t中頃鑽ズと砂し＇）茶を灰ふ●（含む． 譴成は良いがやや歓・ 1/2痘， 2-32

叩 ” 
器 4.1

ヘ外＇ケ は色回．り．
l次床
受都 12.1 

2号窒 ＂径: a 55 枯内謁灰,面,は被,,糧鴫,,.. 茶,., 褐色を少．外菫含面はむ，紫燒茶成色は．硬埠灰賃．色． 全体に紫茶渇色で、 一
ふ5蹟,2-1~ .. , 

細 ” 受苫狐 "・' 2よ灰厩 ヘラャズ')は左固l).外砥部にヘラ記号．

9号憲
〇径 14.Z

胎賀灰土"褐良色ズ．を,,紐呈す"る．中途．
l匁穫.2-鵠

細 ＂ 
受就ii )5.8 

,,, 床 へうヤ は左国'I,

2号烹 〇品径 u.o 貼内土中画編と＂も灰をIi色左多'く含日ほむ，江量，1成仄1はよR,,• 
ロ釦i3残.2-33 

器 3.7
四 1 ． 

受 142 ヘ外ラヤか' .. ,. 
‘’ 
2号賓 口径: 12. 〇 胎内ヘ弓土外'中面繹紗も,,嗜はをや灰左や色國多く含む． 焼成1よ良計．

lf'I幾 2-Sl
搾 3.8

血 』』

受掘 14.3 ャとズ ． り．
＂ 

2号窯 n 穫= 11.0 
蛤土は灰ケ良色ズ．を''呈燒"す成左緊る緻．

2,'3残.2-34 

幻吟 " 
器 3.8 へ貢茶う~ ．． ＂・． 啜那 13.1 

2号窮 口a:径 11.1 届灰ヘ黒土色"良をズ．呈鑢す虞るも良． 3/5積,2-35 

20<0 “ 
器 4.1 匹によく奴る．

＂ 
受 13.2 ャ ，」は左，回り．

2号窯 口径 11.4 ヘ給土ラ"ャ良ズ．''健"成左●も良,,．.灰褐色を呈する．
2/5預 2-3')

匹 l “ 
器 高怪 .. , 

． 受部 13.3 

2号窯 n 径 II.@ 駐縫土1中,白昼色い柁.. ．左砂茶國柁灰,,を色多を呈く含すむる．． 軽い石芙をわずかに含む． 1/2隕.2-ね

匹 2 • 受諾 高臣 .. , 
ヘ成ラケズリ．" . 

” 
孤 13.(1
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if' 苗• lb 地とL 法量 l""f 蛤 :1:. • 燒成・色鼻その他． 漏f(~lt 貨；鼻量り改〗

"'隅
f-1 If 12.4 祐'"''躙紗をr.f含む 追成1よ良色． I'l汎.;/; -40 

匹""● 前9庭郎層 若贔; 4. 0 内外面とも灰色→疇灰邑外～峯9i • 外函·-詞灰鰊 •1.
受部径 l-t,9 ヘラケズ'111左也]')會 底郎にへう虻号．

2サ窯 ＂径 12必 砧い1'"'専とを少L含t:_k妙l.tも含むュ慮成は良if. 』た彰,2・18 

笞 贔径 '・" 内内曲馘9郎ょに黒灰貫嶋色 け面は付鴫着零沃色ラで一郎灰籟左 9ヽ~OU ＂ 全昴 14..J 色.,;,i,.J: • へ "rX')は圏.•J. 
” 
2サ渭
u 経 136 給 1.11,ao-,嘉をやや多く含む．這成は氏好． (,~ 穫,2-56 

2い5 蘊
巽贔 3.9 内外面と f, 色』 壺の憂か．

” 
2サ阿 つまみほ JIi 馳,,,錮紗幾をや色や塁●す（含む． 焼直灰成"良好． 2-00 

加縞 ” 
つまみ応 LI 内外直とも を る．外 譲.,.

is,J;. 床

帆2竃サ渾
つまみ径 3,1 始土中罐けをやや多く含む 焼成1ょ良好． 9 吟

四 7 ” 
っよみ贔 U.9 内面(1曙灰色｀外鼠面u疇灰色一黒色で床頴 IJ•

＂ 層瓢 ヘラャズ＇）は左 I)。

2号薫 貼土1よ紗拉がやや多目L.文娩の櫛成』え良好!!“-'t,: 
蘊のiiJ2姐--性61もないで1土

血 高杯 ；,欠_,,床
黒灰色を旦する．欝 編は 2 

内底面は当叫らしい． ない．

2号窯
a tl 13.2' 

胎土中編砂色を聾（含む．襴（内鉄燒ilii目扮成lは.tか泥l8 .t） 良好．
街3残,2-31 

邸 9 ” 
受鑓棧； IS.O 内面は灰一明るい甚 土本．外着面は灰色―懇．

12;.l;:14,: 外面灰憾ズりで，よ左目然回軸り、 " . 
ヘテャ，｝は 疇 9 

2号珊
口桓 11.0 貼.t,.;t良。燒成し良． It~ 残. 2~57 

巫 ． 氏黒褐色i内面U窯体の一艦、泥土が付着）

12次床

'"澪
口径 10.0 胎士は良．燒成は竪縁． 1/4残， 2-55

磁 l ” 
外面ラは黒灰色左、内iliilよ貴茶渇色ー自然箱ft渚．

9碑 ヘケズ＇）は回）．

2号讚
口径 13.5 胎士は良．燒成も良． 1/5畏.2-怠

"" ＂ 綱茶黒紐接色着を呈用すの蠣る．いミゾがある．
黒，

2号憲 底佳 11.4 胎土中繹砂を多く含む焼成l.t良好e 1/S畏， 2-61
内n外面と償も茶灰色-~色で．外面灰かぶりで自然翰付着．勾" ． 黒
追は3~•-• 

2号憲
底径 ,., 蛤土中網砂を多く含む 蜆成良好色．で松 3/4預 2 紐

透内面は鴫るい茶色．外面は茶釈 藁色の自然袖．2啜 ． 
孔は3頴。赤 9

2号専 底径 10.0 胎土中饂砂を多く含む呈 燒成は良面灰好．被 1/5残.2-65 

'"'' ＂ 
内外面と方も峰灰色を ． する＊外 り．

赤 4 追Rは3 • 

9号環 底 if. 13.6 胎土中編砂を多く含釉む茶．色が燒著．成外L は良好。 1/4穫,2-64
透内漏lL"灰方色一明外るい 画"灰長色ー黒色（自然釉）．向 ” は4 • 面の い．冑か•12碑

2号需 底径 9.2 馳士は績砂を多く含も．焼皮は良好． 213穫,2 41 

蕊？ ＂ 
透内外L面と方も鴫灰色。

． は3 , 

2号窒 惑径 9.、' 給土は111砂を多く含む 娩成u良好含．ん ,_., 
傘 " 透内孔外面と方もうす歪い茶灰.. る. 鉄分を だような色で外画灰鍼り．

． は3 • んでい ． 

2号窯
底径 9.2 胎内土中緬砂をやや色多く含む分．を燒成"良好う．！ 1/4残,2-綿

"" ” 
外iiiとも茶灰で-鉄 含んだよ な色調を呈す。

9次•
澄しは3方。

紐』TU娩尿燕蹄肝出J・.t器観察k'll>
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釉"'"燦収窯跨群出土.C器観,:,,;⑩ 

n 騎 a 出蟻 点t. 法量 1,.. 1 It; :t . 燒成・色調その他 11号＼残存リ夷壽奮サ改．）

2号憲 a l: 造 !O 0 祐上<I•織貫紗を色鼻く含む 灰襲文成色はR好 完尼.2-お
鵡 129 内Iii,よ ・外血は貢 ～闘 誡'),

2畑 I迫
1祖 1.11 78 

U誡下と沃頚園F這J.;:fl安 . II f灰'f¥はもで手灰持ちのャズ,,. 

w I . i号瀾 " "褐 '° 始上'"“疇賣紗灰を色多く直含•J む 覺色を成""＼熾"色虞 I 4浅.2-62 

巫 l 馴 132 9勺戯予 む．國外 9ょ灰一雌 で`灰懺＇）．

• l へ~ ケズ'JIi • ii Lて している．

2サ胄 [1 径: 7.-1 駐上中繊“晴蘊を灰屡を色しく含む 譴はやや歓
IJJ? 完影.2・・-t着

匹 ＂ 
醤 8.1 内径外国とも ．てヘ．ラャズ,,uら,f!!l．'l. 

り上中
最大怪 U l紅爾の 嶋成している．
13.8 

2サ濯
ll ti 17.0 

内鱚砂外繭をやとやも灰●色9．含民む．髯織か虞．はa針． J/4積， 2-76

""' 緯 壇土中

,,_..,. , 鴫拾沃土i色よ編．砂を若-f含む． 織直U良紆． 耳のみ.Z-75 

匹 邊頓
よ床

2号庸 給貫筐土"色編～砂黒色を鼻を至く含Lむ.．灰鍼か虞ぶ良り好で．若干籍が付讐．
“のみ,2-74 

匹 ” 

2号囀 口恒益.0 輪内顕土"面朧砂そうやすや灰多色く含む。縁邊内成鋼"良外好． l/6鰻， 2-n

傘 甕 外となも い ．口 と肩謬が沃嫉り．

涅上中
諺はか り分厚い．

詞21社庭号磨嶋1 
ll 也 zo.o 纏内砂を面やや●（小色砂で若灰蓋干含む．熾成"良好． li4残,2-73 

公.., ． け とも疇沃 I)• 

2号黛
口径 23.』＇

胎戌直土"がを砂里あ位を峠少し含色む 熾成"良．
1/2蹟.2-れ＇

四 ” 
最大口径 色 し、 ー簾色の精がかかる．

理土中
,._, みる．

9号耀
口恒勾し。

胎内土外"面瓢と砂もをうやすやい灰多色（ー含む任．婁量色或`自良然好軸．L 
1/4残.2-1 

四 ． ..... 
2号撞耀；； 

口 径鼻 13_4 
ヘ胎織灰土成色ラは9（ヶが内か,憂外．-Iiと以内iも下繭左灰のIi国憲砂貧りり位茶．で灰を含色1こむ～外訣、天織貫井砂灰瓢色を9よ、多薯量外し面含いIiむ）．。贄茶色一溢黄黒

1/2蹟.Z-1 

""" M董
暮 5-1

憲遭 蠣

2号襄 u 琵寓 l 鼻. 7 胎内土は1が細ズ男砂る↓Jいをやや色多りく祖-外つ砂面く若はり干明力＇含かあむ漆“わ蜆け色咸-灰中追色であまい0
1/2残， 2-70

初 1 ” 
醤 s.o

ヘ面ラケ リは茶右灰國 ． か ない．

＂ 
2号直 ロ 経爾i15.:2: 姑内ヘ土繭ラ賃●ケ砂謳ズ位色，Jはを．左外；．面固・,.黒.り心。色．． 燒黒成費は色良．． 

'l./J残 2-16

匹 ‘’ 
醤 ヽ.6

“ 
2号凛
口琵 9.0

胎内外土画"中編賞内紗釈面色口をやや疇墓灰に多色く含む外 饒成賞"良色． 
l/4残.2-匹

血 壺 面面～ 縁～ かけ、て自灰はかぷ灰＇）で～自黒然色釉 e付着，
鼻

2号寵 露畏 9.8 祐灰土暴"色"良を'呈．燒L成、や外や蘊あ少まL灰い霰．,. 
1/3残.2-69 

却 4 贔坪
． 透し 方．

2号痙 癒琵 9.6 飴内透土中編砂●も鴫をら多色（含む．櫨艶成1よ良襄紆点． 1/3積.2-66 

年 ． 外孔面2と 灰で灰り．黒い あり．

“ 
2 らしい．

2勢鵞 崖径； 14ふ
長飴内土胃面"中の編灰二段砂白透色を．書L外とく含漏な"むる灰．．透鑢色成孔一鴫良"好灰'．色方．で灰馘,. 

ほば完形， 2-45

窃• ＂ 
’ 
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稲比U焼1阜窯終訂TLL土L器鼠京碑

遺書 物号 難檜 " 地"t 法饂“嘩i 駅土・熾成・色綱その働 懺号（桟存．実綱奮如l

,., 濾＂ [I 程: 10 6 祐い,,.,,沃,,色を莉,.,● ヤC 鑢直色"'9ょAば ,か.,な喪り. 2-77 
壺 醤訟4 l'i!ilは貴 、外 責IJt - 色ー黒灰色． ●いwn 潟昌i● 構 載人怪 外曲↑分（らi・訟重は色-!I! 色の輪戴がかかる．

"' 
'"窯
ll 位高 Il .f 胎1外勺I :』R 燒灰灰色色；ょ硬．

2, J. 践.J.-11 
＂直 醤~.$. 釦菌；ょ，兵黒 . I. カ'i-t色麿窯し壁．それ嶋がウ〇コ状にひUわれている

""'' iよ汲黒 ー悪叛 . (/"J it力’け看で沃撼り．
7 次I~

3サ窯 u ff 贔 1345.1柏t.,1 I -l q);;~.fi 長直峯みをわずかに含む島 鑢成は凶負 1沿践.3-◄ 

""'' 
． 甚 5 2 楡内由嶋'7IJ灰壻;(色-Hi:るfi晃色一 色あ．外戯は 色U塁允'}).内外ともい

のがあ やや ,,. ． 
ヘヤ l』；ょ，届 I)•.. ,,. 口 琵潟 14.0 
内姑外もt中直織とけし黒をや色や．＂●”く“含む壁。体亀の成一"瓢り良．"舒量．し、 ●昂綸も9すく．

2,'3蹟.J-四11 

""" ． 
謬 4,6 JOOSとよく る．

＂ 
宣 Lている．へラヤズ,,u左蘊

3号凜 口 棧潟 13 6 胎m●紗茶,,拉,,色右をと含騒し＂、 甚緑檀色嶋色外拉繭` 鍼咸置，正9良、●紆色． 3i5頸,3-7 

細 ＂ 
醤 4.33 内ヘ面ラはケ疇ズ ぷ』）．1ヽ . l.t • 

6 次•

3サ溝 a 経“ 13 ,s 
ヘ胎内面士ラ"噸ャ鯰饂ズ紗灰'"'位色が右．繭外●い繭,,．"_ 邊島灰成"色良．． 

認.3-18 

碑 ． 器 4.5

． 

3サ窯 口 往轟 1335 詰:t.中編紗拉色は. ~籍外-S.戯り讀はで大湿二の島度4行色心うを―．少紙し灰含島む色．で畿沃成撼はり硬．｛良． aは7?'.1残1/4を欠き．全体
傘 ＂ 

甚 3.7 内戯ラは疇灰 むや で紺 J-9 

． へヶ X•J

3号慧 口棧Jli1:! ぷ5
姑北中竪いズlu．-''織＂"2屈一左面はは大國墨疇の'光ら灰・.,賽色.を•く 含色む 大砂＂黒も含邑 む 5/7残,3-10 

細 ． 鵡 4.,i
ヘ縫峯成色ラ）ヶ． 一豆 ． 外函は灰 」青灰色［一駆

． 

3サ鵞 口 高径 13.6 ヒ土中纏紗を色多（含む．豪覺矯成色9よ良島好 7/10残.3-lll 

血 ． 聾 4.7 内画は噸灰、外llllilよ ーで．自然楡付着 l003とよくはる．

． 

3号甕 口径“ 13.3 
祐ヘ内1泥土藝土中はし編疇付砂灰着色を）1多くくす含んむだ．灰熾色虞9li外lt画"好．鼻尤り L灰董りで●黙輪

5/6残,3-113 

3009 ． 
羞 3.7

． 
左1ii1り，

3号窟 口径Iil4 15 綸内土函ラ中"黒黒色色鯰"で左一．橙圏回汲茶．色帆鯰色体藁．．賞外外喝●緑色に綱泣黒あ色突襄。り．内あ篭外成面.. と.. も.灰.馘・,,. 
9/10精.3-lj 

30!0 ” 
,_, 鶏 5.38

次床
へ~ ケズ＇』 り 面 'I. 

3号窮 口 怪轟 l● " 
胎含土む中燒,讀_,_,.やの長互（はで少誡のし灰石11あ芙色週ま頴を-い荼あ多し沃りく含色内む．面。ヘIi白ラ繰色ケ灰拉か色．"一砂"茶粒を灰国を色多りで．くベ

口縁郎1/Z欠籟.3-16 
菩 5.65 はや い

3011 ” やく．Tんでいる 甕外
． 

外天井墨にワラ状・原体函 ． 

3号稟 ll 径島 13. 4 貼内面土"中疇．灰纏砂色に外回●函し．Iむ蜆棗虜黒雨"色々 良｛灰好＂．＂ 3-14 

"" ” 
彗 4.6

.... ラケズりは右~ りで` に不遷鰻のところあり．

” 
3号輩 口 怪高： 14.0 胎内土中編砂鳳灰を含色むと耀ti-織画身成....綽灰. Z/3残.3-這

糧 4.5 画は浪 り は疇 色で灰懺り．壁体の虜れが付着す
3013 ． 2-5 る．口讀はかな となる．

次床

3号襄 口 径冨 1'.0 給内土中面●砂も』）鴫をは灰右多匿色く［含で鉄む．分饒膠ど虞息9こ"え檜合良る霰紆色．ああ
1/環.3-11ヽ

JOH ． 
醤 4.7

ヘ外ラケとズ り、体 りり ．． 

” 
3号嘉 口蔦if 14.25 

駈土中 赤色,,色．.位貫,.厖．茶露鷹り妙色．粒，，口あtt外,嬌.が.... 付9こ着繭、すをよ良る． 
3-19 

"'" 
． 喜各.I ヘ内画ラはケ灰ズ 泥唇 と．る外．面"賞灰色．

． 

3号喜 n 径 11.0 内駐土画"中纏白砂灰色をや．や外繭J-"(含灰む色．～饒茶虞灰"色良．紆． 1/磯， 3-84

⑩ 16 ． 
． 
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稲氏U焼臥窯終詐11¥U註観YI,⑫ 

遺書 鞠9 蒻糟 地出 "-ヒ 法量(,富9 胎 t ・鑢直・色綱そ <l)馳、 偏号h残If.'.t;;tl暑サ傘9

3サ震
口 ti: 13.0 ti t.•I• 嘱砂？を喜く含む 灰鴫成色iよ良亀f I~ 積.3-匹

珀" "蘊 ,_, 内面J!貿沃 蟻．外““よ岨 -日灰色で沃董'),

次ぽ 綱n口に沃 るし一郎1.

3サ渭 口 様高 U 15 始l:1:1M良虹褐色羹色成a硬灰い． l-15 

紐'" 面ii; -黒 幽は9兵黒
匁" “ 内内”’面慎1ぃ:.ぶ．覧 へ,の'J,上ヤがズ tt•H色着J:す．む外繭る．']外.函iが`長甑色．11. irって＇）した忠じ． 

3サ窯 [l 径高 l l ヽ
駐鴫外虫直.,,.t.I1•li土•J麺昂Saa．峯•J 灰内カ由色t;紗；-it~閑1I)真I黒_茶つ灰灰含色邑むi-•わ1這ずJ竪uか灰前に色沃慎での葦く紗IJすlIlんをで多い（る含．む．

J 4隕,l-3 

泊 IS ’’ 
醤 ~55

． へヤ";(Ji 国．

,.  窯 ロ 琵巖 1-1.-1 駐VP罐砂色をや左．や外國iii多く灰含む色。 熾黒虞色...灰好．
,_,, 

四 0 “ 
甚 .f.O 内戯1よ瞳灰 1よ - . かぶりで一郎n然釉．

． へうケズりは繭.,.

3号窪 口 穫高 146 始疇土ほ闊色ズ良 邊す成1エ喧蘊． l''鬼 3-ill

"'" 
． 器 4.l 灰ラ＂ を翌 国る．りかな体り閲良畏な合碩上巽である．

． ヘケリはむ ．麒に あり．

'""' 
口 径高 13.0 祐上"中編けを●多く含画りむ 蜆灰成色"".."色・で

I,~ 贖;.3-!:14 

3022 “ 
塁 4.3 和6 鴫ズ灰 ．石回外 .. 臼 ～ 灰馘,,.

• ヘラャ，）は 畢

3~ 窟 ロ 燥高 ~-2 
駐内.面t中は罐疇付瓢け.. " 着灰を含色あむ．')。外讚重成..U..硬.. ズ灰い＇）．色-雲灰り色．

Ill虚影.J-5 

匹 “ 
闘 4.35

． 内面に 掬~ ヘラテ は左馘I) ． 
外天井 ワの．茎のような圧馘あ．

,9窯 〇 怪高 13 . 曇
祐''土・中"1 "-1.S硬"まぃだ左一．回らの＂鰻＇）紗様面．位血"にを白な債灰.とか色.同に外繹・含戌直のむ圧は色．黒畜で黒賣色あ色困～''-柁色峰．灰の匝土色嘉．．色憂R黒な色どのあシ‘’ 6.,, 桟.l-1 駐 J.93

却" ＂ ミがH
ヘラヤ:z:. ,, . 日 霰 ． 

． 

3号憲 n 経潟 u 
祐土中黒直受n灰色天菰腔色井嗜"縁．"け灰"すに穀えん頓を＇）で．あ"9 含む． 鍵さ成はたも感堅回童Lり． 

完影,3-1 
器 13.7 面は いぷれ 、函 ー灰黒

碑 5
＂ 次,_未, 内色う．だ外 へ、＇る..  9 ズ＇』は ．識外が9付がい長色ていたよ

. ;;.. 訊），

3 号., 這次
〇 涅高, U -2 祐北中 3u以"色fl/)砂粒や編砂色. (含み糎い＿熾成：J.醍． 213霞.3 8 

珈 6
＂ 

匿 4_55 内外曲は9哀貨灰は色 外が薔か1よ汲灰 一貴“色鯛
国，庭駆 面ラに賃絨 の糟国 かっている．潤 ． 体の薮片付濱．

ヘケズリもj I)• 

3号窪 口 径高 14.0 
結内土面中'外ャ"蝙ズ,●青に_,,灰,一色すの~る砂外よ'拉重う含"鼻む灰。鑢色ii成・を"は硬っ．てりしるた感が強い． 3-17 

器 5.l
滋？ ， 

ヘロ唇ヲ こ にLて とってい，1次 は右国 ． 

3号窟 口 匿葺： 13.6 給黒土中腔1四大含色のむ石莫熾面I)`成は白や色柁や色硬を-わいずかに含む．砂位を若干含む，
9/1叫 3-12

亨 ＂ 
醤 4.7

内色画ラ"子賞ズを＇’ 左．．外回 は茶灰 荼．色．灰貫色．1次床
ヘケは ． 

3号隔
口径; 16.0 

給内土面はが良天．白熾賃"成色左"国．良外好面．．体"灰霙に白一灰暴色合を呈する．れひずみあ.,.
1/5残.3-96 

寧 ． 苔高 4.0

i次
ヘラケズ'J I} 粘土養 が見らる．

3号言 D 径高 1 3 • 9 貼内外土外天井中繭綱瓢と砂はも灰尋を色止多へ． く含むさ 最虞は良好。
1/4, 残.3-80 

諾 5_2-． ラケズ•J.
灰鼠壽•

3号窯 n 琵:, 10.1 胎土成謳ラU貫中ケ,-,-*,, 石憂墨を色わ灰～ずかに含色む．"砂"'粒"鴫を若干色含一誡む灰． 1/2喪.3-22 .., 爆 竪い・内:画/;!誡灰 疇茶灰． 灰 色．珀""'身 • ・1 受醤麟 12.8 一 茶色 画回塵,,畢一 飯,.次床 ヘズ'/．は ． 

3号賓 口.:径 II3& 
内付ヘ駐土i1着ラヽ．中i織噌大砂灰き色(．． 砂外匡I:;言面り＇は事墨i...緑所駆蜆色あ成押．り硬損．え樋癖い灰．あ色で外底面に貫渇色の泥土

u繰で完をごく 腿欠{I') 

傘
＂ 受匿 ' ・" 

み影.3-四

'"床
13.4 

ヶズ'//J.左ヒ れ．受た によ潟あり．

3号蘊 口.:径 12.5, ヘ飴内土外ラ中繭ケ編とズ砂し,,,疇を,灰右多色國く含でり灰．む．綾鑢り成．"良好．
2/3躙 3-11

細 ＂ 次,_床, 
受匿 ,.o 
14.7 
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稲几"煉駄窯鯖軒出.L.L岱観f,fl.-@

n ... 地出 •, t 法鼠 It量） 佑 1 ・燒成・色鼻その Ill!. 冑,IJI績rt.賓鼠暑サe(C-)

3サ窟
t1 ll 118 祐l.iJ.編ff,を各く含む 焼沃成甑；t!l~内f I~ 残,3-75 

ぷ'" 杯身 2-s 
受邸怪： I~0 内外ぅ国とい・狐,~色瓜．’’ 外血 ，'・ ;.、こ""'"'"・

次床
ヘケか』 ． 

3サ冑 [l j希 12l 
Iii 是色成．"t.•；正Ii•匹」:l;"1 ・.,.., •,,, ．: kれ内の(峯;血_11:1.{jは色-ll;.灰をを h昂望色すずか．る昂．•こ,紙r,,的体むに証．紗は茎貫に色灰を．外色Ii由でt-は駈含晴膿む灰＇）． 色-u.灰 J -2:l 

ぶふ5 ＂ 受笞昴高l青 , .. so 

＂ ヘヤては闘'I.

3サ費 u {f : 12 0 駐i.lJ繕けは色をややtli』多）C , 茶灰Ul紗色fif-馘含{I'. 縫成はJltf, l 4残,3-19 

ぶ"' ＂ 
若 "内'"ラ"'ズ拿灰 ．外回 u て灰 り．

＂ 
去鷺' u.o へ~ ヶ，｝左．

3・わ望 U品径 II 8 胎aJ峯9_,蜆色ヤ,i成．ズ~ a ukhf, 憂沃．黒＂色色や"を外あ わずかに含色むU．灰紗"●を多（ 含え I 2弱賎.J-認
3却 " 

お.,む 9内が外直,..． .. 曲甑は 、 面る；よ,.灰 ー 、一謳
受〗46 び 灰』）でつが．

” ヘ •Jr.t右，J ． 

9サ窯 n 高径 1 1. 0 船内面が99よ,,疇編ズ砂灰色をむ多外●（面含"む"．灰峨墨成9色こ"一粋良軍"・ら・ 外直i灰輩＇）で
6. 1残,3-7u, J-77 

紐 9 ． 臼 4.4

” 
啜厖径： 13.5 ヘャ l』は り• - I手 のケズ＇）あり．

3サ凛 口怪:II.% 胎とは黒e色,,拉外.. を直団含む 砂.. 量.. 色を.し。 燒色虞の成．"-"9ょ硬•が••カ 9/10残.3-%6 

"" 
鱈 受罪 '-' ヘ内●ラ"ャ灰ズ は、 は,嗜. .し員て渇の矯 ・かる．

＂ 
邸 U.2

3サ買 口 経径 II.? 
駄内上面中楓砂沃を薮Iiや＆貼<;やで固り外多合り画、く一含函む郎灰．腱熾繊あ威,,Ii.良紆．

1,4鬼 3-18

細 ” 
受郎 13.8 

体外闘1こ鮎と土も の り
． 

ヘラャズ') 回 凪虻なでは．左匝・'.

3サ窯 口瓢g径 II.I 祐縫底と体虞もと良 内直に置面賞橙褐賃色 汲色懇面に鴫灰灰色色の禽9純"物罵"色曹 1,2蹟.J-27 
甚 J_邸 は1..:• 硬flし・軸・内のかかはっ 状褐. 一．浚 ．外 .` 憂色．内外

"" ” 受 13.8
＂ 国は閉切り畢したまたまか o u縁にH欠きあり・

3号烹 n品径 12.2 駈上"灰纏紗色をやや茶はす左色．多国、く外含りむ 灰燒成色"翌良好色． 1,4現 l-n
器 4.7品内面は 一貫 面は‘ 一 ．外繭灰鍼,,で自然籍付坤 ． 
受 14.0 ヘラケズ,, . 

” の量が融嗜

3号窯 〇 経名 11 8 胎内土中繭織と砂,を;やす左やい11多貴く灰含色む・． 鰻成9よ良．
l,J覆 J-73

諄 4.6
ぶ 3 ． 

交郎 14.0 ヘ外ラケズ'JIJ; 回り．
1次

3号窯 口怪: 12.3 駐土は中繍青ズ妙灰'1/色をj含灰図む．色り饒成9土硬い
J:,S残.3-24 

翡'"'内 - 外画11島 ー3叫 " 受瓢 15.0 ヘ画ラヶ ●左 ．、 つ''"'伝渥色な方灰で色あ．る．
1次床

3号凛 口 怪高 13,8 給内土中i!1編とズ砂も＇）はをうす左9いく灰含む色．． 小外砂天井若干艇含に褐む．過量の成キ"ズ良あ好'．・ 畑3完-彰63 とセット

'"'' ％董
鰭 ~-0

ヘ外ラヶ i 国り．
坪 l

3号窟 ロ昴復: 11.8 胎内ヘ土外ラ中函ケ繹とズ砂もリ灰をはや色左や・國""多'・く含若む千．灰燒甑成りはか良'紆．
完彩,3-64 

函 9 が身
受器 . . , 

埒 I
13.7 

3号溝 口 高径 13.8 藍内土面中饂と砂もをうす多いく含賞灰む．色．熾咸外"天良井好繹だ9こが撮や過楓や軟多質し．． 四完彰．とセッ f
四？ ヰ量

醤 4.3
ヘ外ラケズリは左国り．

年 2
,_., 

3号黛 口 径百 U.05 祐内±は繭良と．し燒は汲灰左成9色よ良をり呈いがすやるや．あまい．
完彰 3-37

春 4.8
四 9 杯身 啜：譴 13.9 ヘ外ラヶズ'J 回 ． 

埠'2

3号窪 口 径高 14.2 胎内士外ラ中面ケ織とズ砂もリ灰を左色多く含呈むす．る祖．紗嶋若成千良含．む． 完30503-彰41． とセット
双 9 杯蓋

魁 5.0
ヘケズは国を I)~ 

牙 3

3号輝 ロ佳= 立., 内給土面11中鯰ズ,灰_'"以色'下．~の同外紗面〇粒""を少灰色し含～鴫む灰が良色好．． 蟻成11硬． 紐 3-38

細 杯身
蘊 5_3

杯 3
受部 14.4 ＾ァヶ ． 
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直書 嗚号 酋 H 出地 A L 法鼠，c.l 胎土・畿成・色鯛その鍮 蟻与l桟＂．実瓢奮サ血 I

3サ隔 n (高至 H 2 佑,.,,.編Wをうす●く緑含む，色縫で成~はややずあまい力・n好．
皿完,_",.-と七 ， ト函 1 “蘊

醤 so内外.,曲どし い砧 し黒む．

". へヶかI:1庄回'I.

｀サ窯 ll tf. : ltll 胎9ほ磁....色を少●外り直含む．年綽邊妖成"やや呈あするまいが良好． ii; 影.J-33 

ぷ 斗身 甚 "内血ラは浜灰 l:i.で凪， U 色を ． 

"' 
唖紙 lヽ 6 ヘケズ'Iは ． 

3号窯 口 捐高 13.S 船土中蝙ゆ色をやや.. ●,, （灰含む色． 鴫邊灰成は●で●灰 2蜘3・-.1(;積9と．セ{ト
3053 M量

鰭 -l.6 へ内血うはャ鴫ズ灰11111:i.，凪け は． → 色 誡').
が 5

,~ 窯 口程: lt.J 話内外土繭中欄と紗も灰を●く呈含すむ。る焼．成"au. 乏影.l-10 
u 

却 杯身 受醤墨 Iヽ..ヘラケか9は左色凪を'l, 
"5  

3号窯 n 穫襄 1 4 • 0 給内土中面繊と砂も,,灰を左色多く含む"．"'達"成灰甑"良,,.好． 完形．

3055 杯量
編 52

ヘ外ラケズ は OOで．り． 碑3-39とセ， 9
坪 6

3号窯 口瓢lf: 11 6S 狛土9中よ砂粒"を少黄＂娯茶し含鳩あむ色り力‘硝隕良灰. 雙で●上"やや着~ あまい 籾.3-Jl 

3056 杯身 鱈 "内色画心縁諜 ・ ．色 が付左 してい．る．外直9よ曜灰
,, 6 受 14.l • [.J に嬌 ．ヘケズ •J は ，）． 

3号凛 口 極高 U.!I 馳内土外"面纏砂戌を色左多（ 小し紗．を外若画干含被む． 慨釦賃9貝＂・
完傘J-形4! とセ ， t 

'°'' 妬量
器 4.9 とも 国を呈` 灰 ，）．瓦に近い．

,. 7 ヘテケズIJは I), 

3号窯 ロ 程高 12.35 貼内外土中は謳,_色土,_が、大外の6滋を灰含む色。燒虞"硬9ヽ， 完彰， J-孤

受藝 ' ・ " 
面責 ilil! 9滋 坪身 底は灰砧 ケパだってい．る．ヘテケズリは左回 'I•

杯？ 薔桓 14.7 

3号薫 口 漬程, 14-6 内祐出●ラ9之よ纏灰ズ紗色を．左外多曲回<.は灰-H色少若～f荼含吠む色．． 蜆成9土良好． ''"残t． 
血 坪董

彗 5.2 碑セヽト

”~’ ヘケリは ＇｝． 
,_, 

3号窯 口s:琵； 12.3~ 
胎土中砂胄ズい色"を少左．外回し含函りむ 蟻渫緑成"良色。

完底 3-24

｀効 坪身
受暮 , _ 的 ヘ内iliァfヶ;l: 灰，J 1． よ．涙 灰．

杯 8
14.6 

3号窯 口 程高 13-6 ヘ胎内土外ラ中漏ケ纏ズと砂も＇／灰はを左色多で国く含．,,む外..面灰..成甑はり良.好□騒．外面にヘラ記号9
9./JO残9

匹 l 杯董
器 5_0

四3-59とセヽ 9
杯，

3号窯 口怪: 11.5 姑"ヘ土'"9""ャ編灰ズ砂色＇）を`はや左外や.,国,多りが灰つ（含色む～。疇熾灰威色"を良呈好し．、外面灰懺り．
元彩,3-60 

•• 函 2 坪身 受器邸 13.8 
虹 9

3号窯 口 廷高 13.4 
給内外土面天中Ii井編灰部砂色にヘを．や外ラや醤紀は'}多鱚く•含灰(うむ色す．でい燒外）成面．灰ヘ"良韮ラ好ケ,,．. かJIよ左固,. 匹完l-影61． とセット

迦 3 坪葦
諾 4.8

杯 ,0

3号窯 口径: 11.2 馳内土中は外紐灰面砂色9こをやや夢沃キく含色ズむ．疇し灰燥き成色も,. .. 好．
完彰.3-紐... 坪身 Ii 4.8 

口函繰 引、外っ逼かは● -ら . のあ'・
杯 w 名郎 13.4 

ヘラケズ,,は左回＂・

3号窯 U 径高 13. . 6 始内土面中"細灰外砂色にをや外やlliO,事灰く含色む_,.3,. 縫成.."良好． 完影＇

函 5 沐董
醤 4.6 傘と七プト

"II 
Cl縁内 指つまみのあり．ヘアケズIJは左回'J. 3-57 

3号寵 n瓢径； Jl_8 胎内土中面編とズ砂も,,灰はをや左色やを回呈量りすく含る。"・ 鍵成"良好．
完形 3一蕊

碑 杯身 受甚 4.6 
ヘ外ラケ ' . 杯 II )3.9 

3号窯 [] 経墓 1 3 . 3 給貧縁土灰"良色ズ．を,,焼呈成す左"るや．りや内歓面．に嗣実した痕騎あり． 完や彰や．ひずみあり．
涵 1 坪董

藝 4.2

杯 12 ヘラケ は国． 匹3-'7とセット

稲'""焼尿懇跡詐UI上J.註絨駁碑9
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稲庄U焼原窯跡詳th土上器観店碑

n 註 M 出随 令t 法量にo,) 納土・縫賦・色調その縄 盪与i汲#.寅轟壽号証）

3サ窯 ＂樟 U.'l 枯が2良．愛成はやや歓． 完影.3 68 
蒻高 47 貢UHt色を生する.りlit、1111に鳩tJfi?つふ,,.叫 “身 受昴程 13.11 へうャズ •Ji.t&国 。

"'" 
3サ濯
ll ll 1311 祐内 t中織砂を多く含む．燒成はやや，，よいがll,

血、w.とセ ,f
ぶ 9 ,. .. 器高 4.':I tj.li.iとLうすい灰色．

"13 
ヘラヶス勺Jは左回り． l--16 

＆サ濯
＂怪 11• .3 胎.t:中 2-JM;k:'l{j茶を含むコ饒~成はややあ£い． 11は完ff,l-お
四高 5.0 内繭底は"貧上灰色、外チ面は決灰左茶 ． 9 MO  以身
受腿佳 IJ,11 外部1こ撼過冠．ヘケズ'111 , ,, " 

3号讚
(I 程 13.S 結t中繹紗を多く含む 邊成内は良井"郎・に

3完,四_彰.,． とセヽ｝醤高 4,.1 内外面とも沃色を呈す．る．り 天 は同-~·11追具直ら L さ{, 11) 叩71 9ふ葺
ぁ』）．ヘラ.,.;(りは左回 ． ",. 

3号窯
口程 12.0 結土中欄砂を多く含む．す燒成/j良lf, 完影， 3-叩
醤高鳥.1 内外面とも白灰色を塁 る．叩m ，，身
受邸琵 1,1.2 ヘラケズ •Jl;t 左国り．

虹'"
3号憲
口径 13.8

胎土中鯛砂をやや多（．し小面．砂指外つ画を若干含謳む．馘嬌成11良好．
叩3充-,.影55． とセ9ト器高 4. .1! 内外函とも暗灰色を呈 天井灰＇）．珀" 杯董 ヘラケズ'JIがに国り．内 まみ喪あ t).,. 15 

3号窯
口穫 12.0 蛤土中編砂を多く.,呈J~すクを若干含む、最成は良好． 完彰.3 祁珀,. ，，身 醤編 ,1.6 内Jiiliとも峰灰色を る．ヘラヶズ＇）は左回り．

"" 
受狐経 u.o 

3号隈
n 後 13.2 胎上中面纏砂を色皇（含む．●灰蟻成絞"良蛤． 翌翡高 4.9 内外とも灰で、外 ，j. 76とセ？ト3075 斗董

ヘラャズ')は左國り． l-47 

"" 
3号賓
口桓 ll.05 柏土中輯砂拉を少量含む．大砂粒もあり． 完形.3,-3,0 
蒻高 .f..1 縫成1●●好． .. 内面1え泣灰色.． 外ズ面"綽左灰図色り． 3016 片身
受底径 13.3 受昴鳩1こ搾えあり．ヘケ リは ． ,. " 

3号憲
口径 13.8

胎土外中面編砂を多（含むテ．ヤ饒ズ直"良左好回．り 完形．

如 ，，量
醤高 5.0 内 とも灰色・ ヘ リは ． "'S-"65 とセァト

"" 
9号窯
ロ径 11.6 胎土は綱砂を多く．小砂若干含む，左嬌成は良好． 完形.3, 66 
栂直, ♦ .9 内外面とも緑灰色、目ヘラケズリu 回り．初 8 凡身
受邸径 13.9 体認中遍で帖土横 ありか。

"" 
9号窯
口径 14.0 胎土中繍砂を外多く含U 燒成"良色鯖で．灰

蜘完形．とセ ,f醤高 4.9 内函は灰色， 面は氏．色ー暗灰 被り．
血 拓董

ヘラヤズ •J は左國り． 3-51 
坪'"

3号寮
D 径； 11-7 胎土中輯砂を事＜．小砂若干含む．娩成U良好． 完形.3 笠
器高 4.3 内外面とも灰色左を呈する．畑 坪身 受躯径 13.8 ヘラケズリは 回り．

坪"

3号窯 〇 怪高 1 3 . 7 胎内土外中面饂と砂も灰を色多をく含呈むし．瓦、燒外質成面に近若"良いH好．天歓．り．
充形．

覇 4.8
如3-53とセ ,f珈 1 杯重

ヘラケズIJは左回り｀
杯 19

3号窯
口怪 11.8 胎土中細紗を多くや小呈砂すをる若干含む．燒成は良． 知.,.. 
器高 4.8 内外函とも,,疇灰色.をり ． 匹 匹 受昴径 u.o ヘラャズは左 ． 

杯"

9号稟
口径 13.7 胎土は細妙をやや多く含む．暗燒成はやや紙葦質だが良。
器高 4.8 内面は灰色｀外面は灰色― 灰色で一墓灰 り．

匹五叩完蕊7．,とと3067似る,． 嗚 9,平 ヰ董
ヘラケズ,,は左回り．

”｀勾 セッ．ト3-43

3号窯
n 径 11.5 胎土中黒色粒を含む。砂璽位灰色多し。急虞u良好． 完彰、 3 32 
春 iii4.SS 内面ラは青灰色．左外面は -青灰色．... 妬身
受瓢径 JJ.9 へケズ,,は國り。

.. 20 
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揺,ell焼If恵趾群:liJ・L話観r;;,⑮ 

直奮 物サ 紐＂ .,. ..' り 法置， ••I ~t. ・燒虞・色調その他 儘号（桟(j:.I! 絹書サd~.J

3サ｀
＂往 U0 飴1中Iii繕“1を/i色I,,.多く '~,tc.-. 疇成1よやや駄賃Itが良． 元"・

ふ
,,. 苫庫~: 内り-, !;; し を ・to, 碑 6とセ 't

へ~ ケ 1".q ,J 園I)_ l-48 

斑 “‘• 

l~ 窯・111 fl: II.% I防 1沖 n＊色R色Ir.を少し曲含t.: 燒灰虞色；J.ややみか・カ’几
註属 4,:'ti l'itlllうは、良貧但．l外 1.±1'1 . 
士郎穫 Hl へ，，かIiよ り' 

元"・3 -35 

'~ 濱
ll ff II 4 佑 t.U!¥ 鼈成iJ:直． I. 4桟， 3-95

逗：

"'" 
,_' 全郎fl IU  内貰曲は，A,県色でく・,.A. でいる．外直9よ黒渇色ー長熟色を呈L.~ 
次,, ＂で斑になってし・る．

ヘ'7..,.:>::: ↓） :u; 叫')

＄サ隔
n 憧 116 胎 t•中累緬色けを.やや甚,く,色含む． 彎忠>A好 1,3桟， 3-93

及郎
,_, 令絲往 lL2 内血 ． 薗iれ岨 ．内外直とい荘じ）コ

"',, 
3号窯
u ほ U4 胎LはR昂 蟻成色"~外織直i． 1/5残， 3-齢

俎' ・ 次,_9,峯
内面；t 灰褐 . iむ累灰色で灰扱,,. 

'~ 恵5 
底往 11.0 邊給内土中編けを多色く含C黒 燎成IJR好 L/~ 桟， 3-腿

ぶぷ却 ． ,_ 礼外面と月も培灰 ～ 色．灰絨＇）で自黙捨"濱．"',, は3 • 

,~ 虜 廠径 84 ,柏内a士中函繊紗雌を灰若色十含む． 鼈威色は良好． l. 2穫,3-109 

額 1 “ 次2-床; 
i'外L と方f, -躇荼鳩 ｀灰嫉ヽ）て自然釉付着．
は4. • 

3号憲 裏径 9J 括t!!翌良．色．透縫でいtL 成は堅颯． 1/4. 残,3-90 

四 2 ” 
,_ 5 内繊面とは ぶされ"たほf.外直は泥土をかぶ-,-c黄忠色の斑
土壕 なる ば l•

3号窯 底琵
,, 
比内胎:l:.中繊砂灰合をや色面や多く含む．人Ji 焼成；よ良好． 1沿残.J-89 

四 3 “ 
,_, 

郎外国とのと惰. に.透浅孔い"清を' . "ている．
北凍

3号濯 底経 8.2 胎馘ヒ灰""色・ 燒成"内吃繊面． 2/5残,3-91 

匹 ． ,_, 瀑 をぉ． 呈ずる． に泥土付着．

大壕 通flは3 • 

3号這 底廷 9.3 胎土中色9こ砂望柁す多し嶋成良好． 1/3鴇， 3-87

碑 • 次,_末, 沃青を る．残存話分1こ逍；孔Iよ兒えない．

3号醒 裏径 9.3 祐汲灰土良色，を呈蛉す榊軍る犠． 逍孔は●方．
1/5残.3-笠

碑 ” 9淑•

,,. 3_号逗憲. 
廠径 " 胎内透土外JL中は国編と3砂方も．鴫を灰多色く含を呈"・し焼灰成蓋：りょ．良奸． 'l/3茂 3-110

痴 ” 

3号竃原
a Ii 11.6 

胎灰土色uを良呈。す這る成．良あュかわけたつくりの士器である．
1/6残， 3-101

傘 漣
灰奪 2 

灰3号慧願
□ 径 灰胎土茶は鴫良色． 内蛾虞"竪織． 1/1, 3-100 

碑 壺會 7.4-7 8 ・あ 外iii灰蓋文りで自烹る。軸付着．他の壁体が一鵠付着．
奔 3 力キ目の とに汲状 を入れ

3号窪 口径 10.6 詰灰土は色良呈好．す鼈成"堅繊． 1/3残.3一町

3100 壼 嗣怪 12.0 渇を る.[]繰内外は灰餓り．

1次置

3号窪
口径 17.0

胎内土外は面織と砂も鰭をや灰や色～多農く含色む（自．然熾輪成）は．良内好面．灰綾,,. 1/4残.3-1位

310! 甕
9次床
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n 笠檜岱~'法量.,●9 枯 i:. • 焼虞・色調その惚 遍~· 積1J.実髯書号eh::.,'

I I I ' I l.l-~ ！I 祐taやべ9国す． 燒成；墳． I IO践.3-99 

-•~ 色ふを＇， ',¥ るI 匹 1I 和 I I ; . たit 直L • 

皿 II it, 溢
,,, 凜 l1 it JS ,., I , 祐 1,;1やべ9粗い．電成；H• やあまい l'-l穫• l-嗚
店必 ~.u 貧憂色を 'tH る

し構t.J .... ,, ケr.'』は1:i.糾 'I.

I I JI0-4 
•サ"'喧 1＇I " 註 ,., ,'-... .',Ii胎鍵憂L>,u虹I・U分 f~"-1出●貴みや色9や阻外い． 1 ;t穫, 3-25 

斗身 3 若 畠 . 成：1.-f, • Iて勺由滋る 釈 ． 直i1.貧属茶褐色．
' ら 受狐佳 J をして 1.. \• ..... ..,. ズ.,はと・I.

3 I.}窯 1口 迂 lO.~I 舶土は韮i紐f色主l.. 砂位をわI史ずかに含む。 1cak~(i を含む. l l ..,. I l, Z賎. 3-匹
JI05 甚 贔 4.95 内蜆llii1 • 外直；土 いU灰色布―絨頃色．

!ill, 埠全紐程 13ら 成ややあい．ヘラャズlJは国＇）．

,.  窪 口涯 II.I:! 馳I.中面織砂を贄く含ti,し蜆職；.tA好駆灰， l/4隕, l-107 

""' 
． 受郎租； l~.O 内凡7 とい3ぽ色を')~ . ~iii— 馘＇）．

囀
ヘケズ •J はむ国．

3●貪！
樹径 II.~

馳内直北1土よ良貴灰a 縫茶成色竪で織輸．かぶり． 外ili:.t灰臼色．
1、4蹟, l-108 

3107 "" ． 
"'囀
n程： 8.0 輩士,,,織白砂灰色をやや面●9含む 蜆成9よ略縫 1/2蹟,. 3-112 

"邸 瑶 最J.:11径 内菌i • I'} は白灰色一苓灰色を呈する.
、 u.2: 

3サ濡 U if 15.tl 零貼灰t:iや色や鵬い．る邊：よ負． ,,, 現片あ

"" 壺
褐を涅す． ¥2''I) 

＂ 
3-105, 106 

"'凛
祐お9揚荼砂を色● ,. 小嗜砂沃は色仔千含む． 3-104 

3110 嘘
内直；よ 、外由 を立する．灰鼠,,で内厖ヽ よ自然楡．

＂ 
4号凛
口涯 13.3 馳土は日色拉、1よ繹紗色をやや多く含む．糧・ •:fi,Iii色を若浚干含む．燒ヒ’成’； ,-, 

切 9 H量
器高 4_6,:> ：がビ織．内面鴫灰 一蒼屯色、外面は星灰 - 灰色．ヒ

,_, 次宋 れあり
ヘラ•ヶ．:t:•J は左国•).

4号壼 ロ桓 U.8 給土に四.,,l•グ大・状の石笑位灰撲をわ色欅ずかに含紐む．紗色拉をやや多（含む 1/2残， 4-11

碑
醤潟 ,1.2 饒成は 内lliitt曙 ．と外面Ii , 外天井節は貧褐，色泥

” 土がり の!iiiまだら なっている．
ヘラャズ,,はと り．

↓号憲
口程； 12.~5 胎土1ごn青色拉色．石芙位をわずかに含む色茶．色― 燒成は壁澱 ,-, 

匹 ． 醤高 4.0 内笥直" 灰 一淡あ灰り色．内外外面"青灰 蜂灰土色．ft縫●ltfこ峙"ヒピ

＂ 
れしているojj • といこ賃 の泥 ． 
ヘテャズ＇』は左回 1),

●号溝 口 迂高 14.6 胎内土外中面糧と砂いを天色多～く鴫含む灰。色最を虞翌9すよllる紆．． 歪むが完影

引邸 ． 
醤 ,.s •-35 

． へうケズ111!左回 I)• ,1-38 
4~45 

9号蘊
ロ餞： 14. ぉ 馳土中,-,-..大..の廷石．石芙 臼色茶位灰色を若干含面はむ 砂せ色をで多外く H 

碑
＂ 

畠高 4.0 含む．墓鑢成は ．泥＂内面付は疇灰色.- ・* 嗜.繰灰
翼 天井 に資茶色右の ±. 着．

ヘ予ケズ,,は国 C

4号室
口程： 12.6 給tは良．縫成/1翌蘊紅，灰色黒色土かを呈する． 2./5環, -4--to 

匹
＂ 

彗高 4.2 外面灰甚''・ 内左面liilit茶 の ぷる．

． ヘラケズ,,は I), 

4号憲
口径 13.6 胎土中編砂白を多色目く含む呈．す鰻成はややあまいが良． 1/3残.4-蕊

畑 ． 醤扇,.3 内外ラ面とも 左灰 をり る．
． ヘケズ,,は ． 

'"憲
口径 tt.O

馳土中町沃外ズ墨・石色灰芙一茶をり灰若色貴干騒含（一む色繹．の墾砂●色社然1を若外-f面含"む灰．黒嬌色成-"豊緊色緻．． •-• 
、匹 " 

器 If 3.9 
内天'"井ラ"瓢 直 鰊左 ．9 糟.がかかる．• 
ヘヶ 'Iii liil• 

証n;H焼"・窯趾訂出 I.1.111¥lH, ⑰ 
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価几H燒1象窯闊訂出上土器観""⑬

遭量 掬サ 器檜 出随 tぶ. 法●，,-.OJ 鯰 J: • 熾成・色舅その他 II尋1'l¥ff.貨鼻貴サetc.)

9号窯
ll 涯 1345 胎 Lヽl•t,._R. !I色t~灰をわずかに含色fJ.外H>l.l:を峯．灰や外や色大J ( ~lt. I 2残．』-s
臼虞 J9 蠍直はモヽ ， I勺!ia浅 一紫灰 は -黒灰

""' "蘊 外k.ll',llに1t渇色:r.i':¥t.t.f色寸襄.t.t'綱．It由釘'l IU島に押色'．"嗣
!-却t へ>j,... ズ'』；』七回ti

・サ窪
n 佳 14O 貼le巾蠣砂をややf-<:tCt.燒虞iょaH. l 2蹟，』一”

船 IO ． 諾属 39 j<j曲；ょ1111るい戌色` ， 外戯3長驀色-Iii色-里色．

• ヘラケズ'J,:&: 闘'・

•サ窯
n 佳 13l 

昏内釦t'jぷは!雌$青'u11玉1J:l色!£.t固`1'1外')K>釦.位は含峰む胄．灰蟻色成―は滋や需や灰ム色ま．1・・
• 2 

船U ． 器裏 ~2

,_祖 ヘヶズ＇ ． 

·~ 憲
a 様 U.15

給土中U蔓．綱砂をやや多く含む．色ズ亀-,,成は~&や色国や．りあ主くしみさがあ u騒瓢1:,親,I l 
鯰鳥 ~1 る 内,iliilよ紬峯灰色し外函；よ鯰灰 角

"" 
． 

つ．く としてはスマー~. ヘラ.,. 'ょ ． 
" 

"'憲
口涯 ll2 給土中編紗をやや多すく含む．帆成iJJllt. 112桟， 4 3-1 

船13 ” 
註畠 J7 内外ラ面とし灰色を呈 る．外贔灰櫨りで内外幽に黒い斑点がある

． へ~ ケズ'H!左：國り．

4号窯
口径 130 駈土1よ纏紗をやや多（含む 縫成..ぷは良色紆一灰． l;3復. 4-41 
暑裏 ~3

... 体.. 繹9,9ヶよこうすい灰..付.け外直はうす 色．船u ” 帖土翫貼&:I) rr, 棒かみえる．
” ヘ＇ズ•Ja 回『I.

4号彎
口復 U.35 駐土9こ :cl•以下の砂餃含む 縫成は青躁灰 •-• 

切" ” 
II 寓 4.5 内釦／土胄ズ灰,,,色,ふ～：貴国灰り色． 外函"嘔 ． 色～賃灰色．

． ヘラヶ ~ 

』号成憲瓢
口怪 139 駐土に編砂岱を；含む．熾或：J.鰻9ヽ 4-13 .,,. 

糟
繕高..... 内画は漬鯰 、り外画'"妥紐沃色紅一疇紐＆9す邑着． 

攣床 面 外面上昂に あ'I,スサ入・） が ． 

4号霊
口復 1$0 猛±.に編紗をやや多く含む．やや鰻い．熾虞iょ良好． 1,~ 賎. 4 必甚..42 内外面とも灰ti:.色船17 ＂ ヘラケズ •J は ． 目tJ.． 

4号窪
u 恒 )3_1) 駐土に2泣吐J.下の砂粒含む．仄最色成～は疇罐灰． l/4預 4-12

匂" ” 
攀高 4~95 Pl~ は決青灰色ゞIiiは溢貴 色．

奪 5 ヘケズりは左り．

•号憲
〇径 12.li 胎土に編砂を多く含む．蟻成はau-. 1/-l残:. 4-39 

匂"
雛嘉 s.o 内直は灰色｀外繭/J.店色～謳分的黒色で一謳灰馘'l,置

ヘラケズ •J は左国’’・

9号富
口径 ll-5 狛土に纏砂を含む 燥成はあまい， 4~14 
翫~ 裏 5_晒 内iii土白灰色+外蘊IJ.暗貫灰色で自然輪がかかI)• それが糾霧如 ＂ しつつある

” ヘラケズリ．は左回,,卿

4号憲
口径 us 徴砂位が多いが胎土良．貧最成はややあiりい． 1/2曖, 4-10 

仰］ ” 
器寓 sJ 内面は素褐色左｀外釦りよ 灰揚色で灰櫨 ． 

＂ 
ヘラケズ・』は回拿

4号濯
口径 16.0 給内土に編砂をやや色多く含む．外燒虞灰"霰良り好．

壼1/5の底量かもLれない．
如 ” 

外i1とも瞳灰 を呈L. iii • 
暴 5 4-,0 

↓号憲
口径 lS.O 胎土に 1-2.. 以下の砂粒含む醤．奉撼色位子を含む．甍成はあま 1/2残胃 4-G 

如 ＂ 
尋嘉 4.4

い外。天井内面謳IiIi愈手持青灰ち色ヘ＿ラ外画.... . 
赤 9

ケズ9』と ヘラヶズlJ(左固IJ).

曇号窯
口径 12.0 胎土は編う砂すを多く含む 覺成Jill好疇．灰 1)2残, 4-44 

如 ’’ 
尋裏、,8

内内函蘊." Itいで茶貫右色國白色．外ー面な"灰色～ 色な．る
星,_, 灰擾り ,_る．鮫紐に ． 

ヘケズ,, 'l~ 

●灰●●号色嘉庫土

口浸 13.8 帖土は良．覺成は喀量． I/瑣. t―“ ... ” 鬱.-C.5 ヘ外"9"ヶ灰ズ星'"色'左．内國貞り"．外貫灰天揚丼色畢．にヘラ紀号あり．
-74-
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稲"'""'尿窯蹟群ttLU溢観区頌

.. 暑 勁サ 紐樟 邊出 点土 山・ (c饂I 馳 :I:: • 最賦・色舅その馳 懺弓 l夷肝．洟瓢1号）

も号凛 a郎伐； 13 0 船 l:.lよ編け灰をや色や多く含み← やや割"・ 最成は1l叶． "影．

'"" "脅
受u ,.. 内外7曲" '"抵l●じい"'と貼し飢t・ 註

,-~ 汰 '" ヘ． ャズ').iii.• 屈 'l• 1•: . 血 9 る
'" 

"'嵩 LI If. = 13A 船内由ラU，3CJ雌u,,J色H&曹 の凪外砂血.,"U含lli.C色.一"汲成翌•11i.』.. 色.． I 2積. ,Iー11

4匹
＂ 

器 -t.tl

＂ 
受部 lり(I ヘヤズ'IIJ: ~ 

4サ渭 口 ii: ll.7 灰胎色tuラをや箋やす親るヽ"左＼'国戯艤,,は賦_やはや●棠、かかる』
I 5積, 4-63 

召 4.9

'"ぶ ” 受温 16.2 ヘケズ'Iは . 

＂ 
9サ渭 a 経: 12.6 貼土9がや姐やす蝶るt・・ 縫成1ょ良．

I, 『4錢, .i-52 ... 灰色を コ4四 ’ 受醤郎 14.9 ヘラケズ'l11.£ 国')-
“ 
4号窯 口程: 12.l 拾土に LS•1内11以左外下画鴎のとり“．し嗽疇を灰多色が―こ灰含色むを．呈ほす紗る蚤．鷺． 2/J桟, ~-18 

u 縫成＇..... 畑 ． 受．郎,..,

“ 
ヘケ;,;:I

4号窯
n 径 12.0 狛土に 1-2-*きのぷ蔓良疇を灰若い-r-含む．白邑鯰．紗位をやや芦く含 4-1'9 

受● 高径 ... ヘむ内．面ラ饒成汲ズは綽'l 竪 （ わ.ihて匹 I ” 品 14.6 は 灰色と鴎．外面Ii ． 色一曜り灰色を呈する．
“ ヶは''・

4号窯 n 恒凜 11 • 4 祐内土1iiiこ纏とズ妙も,,闊を灰●色回く含をりむ皇す．覺る繊；9良計． l.2残. 4-49 

'"' 
． 受It 4.1 

ヘ外ラ.,. 1/J:t左 ．受鑢會遭に"lI嘱あり．． 園程 13.7 

4号凛 ロ経: 12.0 胎内土9こ纏灰砂色をやや●鴫（灰含む色． 織灰成櫨；9良好．
1/2視 4-56.. , 面ラは ． 左外面回は『9 で .,. 匹 ’‘ 全器郎 14.3 

2迫
ヘケが,r: • 

4号慧 口程:： ILぉ 胎内土に 1-3•*の紗面．受〇は鴫底灰靖島色色の紗aを含む． 蟻成1:tlltf. u韓1心').:. .i-24 
器 4.8 直ラ'"浚肯灰左色 H 四 “ 受郎 13.5 ヘ ケズりは固'I• tこ槽．圧籟あ引 4ケ所l.． 

9号窟 口e:径 ll.2 給内土1はこ纏灰砂色を．や左外や繭iil"多灰く含色む一鴫．灰蛛凍色"．良好． 完影． •-58 
受甚 3 . 7 匹 ． 
13.0 ヘiiラヶズリは '1. 

“ 
9号嘱 口郎径: 14.2 胎内士に・-以下外左の砂粒疇灰を含色みやや趙い． 熾成は良．

4-15 

四 ． 
焚1口次床
受塁 '-' 面ラ"灰ズ色． 面匿i" • 
16.5 ＾・ケ,,は '). 

4号窯 口品程： 12 95 胎内土面ラ9ご,_,_の固外砂●' 位疇を灰多色く含みや灰や色粗”、 繊成"ややあまい。
l/2残， 4-16

'・" は鴫ズ灰,,色左. : よ ～白 ． '°" “ 器受 1 5 . l ． ヘケは ． 

9号窯 口.:径： 12.7 胎内士面"纏とズ砂も,,をa灰左多色国く含をりみ呈糧すいる．． 縫咸はややあまい． 1/2預, 4-61 
器受 . . , <038 

＂ U.9 ヘ外，，ケ ;ヽt • 

” 
4号憲 口品径 12.8 給士色ラはや呈ズやす,,粗るい． 燒虞は良．

2/5嘱, 4-53 .,,, 
” 

馨受 ... 
灰ヘ をケ 土ヽ左国＇）．庭体匹 iiiに帖士扇わかれ纂あり．

＂ 
15.Q 

4号露 ロ謳径； 13.2 胎土面に青1ズ.s灰'11-色1以左`下回外の癒りけ1．1拉淡多青く灰含色む．． 概成は良好。
,_., 

'-' 内"船.,
＂ 受錫 径： l,t.8 ヘラケ
” 

燒床4号薫謳面
ロ郎怪； 12.8 胎内土外フ"饂砂を白灰右●色（含を叫む呈．す受縫成"良好．

1/3賎. 4-51 

船u
＂ 

受器 . . , 
ヘ面ケとズも'J!i 国 畢る．靖に押圧痕あり．15.0 

●号窟 ロ径= 13.0 胎内土に編灰ズ砂色リは．を外左多面国く含灰．む．色外艤廠～成疇郎灰11よこ良^色． 好．
1/2蒻預,4-50 

毎 s.s

'"' " 受編 15.-0 ヘ面ラはヶ は，J ． ラ紀号あ'l.

“ 
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稲,ta焼椋窯続群出tl澁観寮わ⑳

n 編惰 出地 ．上屯 法曇 1011) 胎 .1: . 燒成・色讀その饂 慣 It•[11'1. 実集奮りe≪.i

4サ窯 l1 位合 1 【) 5 5 胎tua修、茶頓灰遭成み色はM外 l. U誡のi3-);.'い墨は全

4043 "身 去諄 " 
内面樟は.、込 . ') tlJは吋U茶色． であ.,.

,. 5 郎 134 LJ l心糟 ． 4 —お

.. , 窯 tl 部t名を IJ O 11; 内 tーに ~u色k.'7l ヽ iIii憂を,含疇Aむ灰』煽色ず成1よ良好． 丸彫．
,_,, 

'°'' ＂ 
若 .. 血ラ3峯成 ~ 外 、ょ ＊さ ｀ 
” 
妥： 15 l ヘケズ'//J.-fi自 'l• ひみわり．

..  窯 口径:11 4!> ，，，ヘ狛血土9にはャ浪ズ，青_'，灰、,H_色;凪の，紗外ヽ,社.貞はを鳥含灰む，色続で成灰は鍍良り好．． 
:i, Sl'l. ~-埠

謬'"'"'' ’’ 受祖i 14,0 

＂ 
4号窯 0 贔I! 12 I 駈函.t;:fi.>tl灰を含色右む凪喩．外''蝙直~直［は良沃•)好色は．ュ擾 2,.'3践. 4-27 
器 5.3 内は は島

'"'' 
． 

受 14.2 ヘぅャ浪ズ茶＇』は つく である．

“ 
↓号窪 口 径名 II 8 胎内土に面行と長もリ浚を少青む灰回し含色＇， むを．呈蠣す成る．"良紆．

lil蹟. ~ 一立

器 "

'"'' 
． 

憂部 .~3 ヘ外ラケズ は ． 
． 

4号窺 口瓢；極 12.4 ヘ胎内土外ラ9面ケこ繍とズ紗し''灰"を右色●且を（含呈.,む.l。.縫気威泡9がよ良付好着．している．
I'2残． 』一岱

受馨 S2 』暉 ＂ 15.0 ． 

9号窯 口郎径: 12.J 胎土"良繹ズ砂好を●（含む白 ふ色褐色外拉面9・を白含む色． 
1/2浅・』-00... , ‘’ 受器 , .o 蜆成は ．f左内回面は 灰． 、 11 灰 ～睛灰色で灰餓,,. 

” 
IS. 〇 ヘラヶ ,, :l り□

4号囀 口径: 11 2 胎内土に灰編紗色,,をIi外多く含",,戌む.．色外騒燥～郎成峰灰に.... 色針 噸".".-.'"", 'と・つ全く体りで力渭,.1,る醤； 5.0 
如 • 妥：1111 14.0 ヘ画ラはャズ は． 面国 ． へ？紀号あ'),体瓢に砧土板貼付 r司ーエ人力..

＂ け寂あ I)•
,_,. 

4号窯 口径= ti 2 駐内土に綱う砂すをや灰左や回色多 （含繭外む灰．螂織9色こ成ヘ～.. 睛ラ.. 灰紀紆号色．． で 1,3讃gと
笛 4.5 li/まい．り外は 一艦灰観'J. 4一 つく')が111る

4051 • 受郵 13,6 ヘラケズ1//j; • 誕 ,-
＂ 
4号慧 口部径； 13.0 胎内土外は面細と砂も緑を灰若む干色lii!含をIJむ里．す外るさわめて請良． 蟻虞は良好．

1,3残, -1-55 
若"如" " 受 15.l ヘラケズ'IIi • 底.螂に籟過銭あり．

黒 2

灰黒4号色士襄原

口::径 10.0
治内外土面に L 璽•以絨緑“灰沃下もの色色国砂．-・9粒.. を灰多く含むガ．ラ鑢成貸Ii環 口繰を1/%欠．

如 ＂ 
器 418 は暗黄 黒 色で スに固•まった輸ダしもある 全体でS/6蹟．
受 ¥3.2 面は暗ズ寅,, .t-2L 

＾ゞ ラケ ． 

灰4号環原± 
口謳径径 13.6 給淡器灰雙土には紫や色肌や分を粗呈いす．る燒成"良．

1/S残 -1-笠

四 ＂ 
受 16.0

渇色
かれの.練をみる．

灰4号窯塚士 胎士には繹茶砂灰を色多外号く面含む"曙．ラ灰燒成色ズは呈良"好す左．る屡l

,_., 
4055 “ 内外底面廊9こヘラ記． ．ヘ ヶ を，｝ ． ヽ,.

買褐

4号宣
口 径高 ,., 胎内土は綱灰ズ砂色＇） を多（含む． 鑢外成面9●良灰好色． -1/5覗 4-73
器 3.3 面は ～明るい苓. [:;I: —暗灰色で沃控 ')ft.!全輸若干

碑 藝
ヘラケ は左li!IIJ,_屯

4号窯
口恒； 13.3 胎外土は良 燒成は堅緻 叩残．（｀―.. 

'"'' 高杯
均墨深さ 3.1 面は灰歓,,で,,国.. '一灰"黒郎色遭孔、内"面は方灰．色一沃黒色． 4-65 

“ 
ヘラケズ＇）は左： . 3 

4号窯
口径 IIS 胎灰土色1ょ良詰り•砂士"左拉は茶固多謁しり．． 色織．成"ふつう． 1/3幾, 4-67 

4058 • 妬郎深さ 3.0
ヘ褐ラケ、ズ• 

41 号窯次床

口 径澤 ,_, 胎土は良．燒成は昼織． 1/4残， 4-68

4059 ＂ 
沐部さ 2.7

ヘ累灰ラ色ヶ．か'"左回り．
笑口

- 76-
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遺暑 掬`’ 器帽 '鴫" ,t , 法鼠 ¥CII) 駈土・燒成・色調その燒 燭号1桟r;.,1t;111サa、A
い9痛
n f惰 120 佑t.に綱紗を集t含む，燒成1ょ良好． 2. J号』ー“
i付恥哀さ 3.7 内九ブ面と.-~色回_,.追,,色IL れ応O

"" ヘヤて •Ji:.:&'I, ; よJlj. ••• 
9サ濱I U t! Ii .u lti~. は良-~成は匹： l ,5残 .S-&.l

''"'' 
． 
；濁＿

外血：J.竪灰色． 1vl内釦 J.良迅色で．内外曲とも灰馘•t,
ヘラケズ •JI ↓ ~ ''・ 

"'囀
＂径 lO,O 貼 l".I~福砂を多く含む．儀成1よ良見色． J 2残 -t-11

9啜 杯邸環さ )_9 内面はt.1灰色．外幽u灰浚状色一緒灰
,, 5 ヘラケかIlilr.[!!]'), 文は 7-8羨．

.. 1 , 瀑次
絹 it !LO 佑tに輝ルをやや多く含L-.黒憂色成：“いf, 1:4等残~』ー乃

四 ＂ 
透内面珠色影．外繭す』よ灰色～ ． 

笑口床 孔：土菱を呈．

9号窯 巖径 JOO 胎土に躙紗を行千含む．焼成は良好， 1が§残』ー7,1
的 ＂ 

内直 1え灰色、外面は灰色一暗床色で沃披 IJ•

赤 9 追孔は 3方．

4号窯 駐土；こ綱紗を多く含むさ是成は良好▲ ,_,. 
小啜 ”台

内外画とも灰邑ー暗灰色で灰長I).

2-5次店

｀サ窯t 胎灰褐土"色やや祖い、憂成"良． 1;,t痘. ,tー16
碑 述

:邑

・戎状文は1i.段に瞳される．

,., 烹 a ff 9.0 胎土外1こ綱妙をやすや多く含tr.燒成I:.良好． 1心積' ,1-72 
嗚 9 渭 器高 6.3 内と bにく んだ灰紫色．

璽2-3 胴径 11.8 縁部は手持ちヘラケズ,,. 

4号室
口径 10.2 佑土は良口焼成は堅緻． •-15 

碑 増 灰頚饂色9をこ呈帖す土積る．上げの撞目がみる．
灰陳

ヽサ聾 最大怪 2.1 給土は良呈，熾す成U畏緻．
,_., 

ぷ., 提瓶 灰耳黒色を る。

津 2 のみ．

4号意
口径 19.0 胎土は良 蛾色或は隧緻． l.'剖夷. 4-33 

内面：よ灰賞 ．外繭Iが沢黒色内外といこ灰葦り，.,, ゚ 稟
彼状文は 5条．母 5

4号鑓 口径 16.0 胎土に編砂をやや外●く含色む．最成fj色良好． ↓i颯 4-77

｀゚71 ’’ 
内ili!:t白灰e.. iiiは灰 ～暗灰 ． 

奪 5

灰4号9原
口径 190 狛土に絨砂を灰多色く姐砂若干含む．燒成は良好． 1/4気 4-31

'°" " 内外iiiとも寅 を呈し｀うすく灰を披る、＇

貫儡色土
頚郎外頭ヽよクタキか？

4号鵞
口径 200 胎±はふつう。焼灰成色は良． 9/10残 4-2'J

鉛Z ． 内面は Cすんだ 、外面は灰塁色．

,. 5 

4号窪
口径 19.8 胎土え縞砂・徴砂を多く含む．縫威はややあまい， ,_., 

仰 4 ． 内外面とも明るい橙色一灰色．

赤 4

4号霧
口径 16.7

届賞土"や色や岨い` 積続．上成歪は良． 土蒻的或影
灰褐を里する みがあ ,_., 

血 5 ＂ 成形は土繭器風の げで` る内．iilli諫過に近いケズ,,を継T•Z-5ぽ

4号窯
口経 27.0 胎土は編砂を色多く含む．燒成は良呈好， 1/5羨 4~32

仰 9 ． 内外面とも灰 ー暗灰色～黒色を L灰薫り．
1次遅土

稲祀H焼北窯践軒Ill土土謀駿'""⑪
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稲'"'燒lれ窯跨詐,11,u.器観寮た⑫rr, 沿帽 出純 ぷt 法鼠 I<囀） 胎土・燒成・色翼そ 1/)鑑 漏身9蹟1f.実綱奮サ<'ICJ 

I " " I 紐 ， ~色"鴫'窯総l 
U 憧 9.◄ 祐 1はやや観いが良．鴫成はややあまい． l;J穫. ~-邸
馴也 I,¥(! 色を涅する．
16-23 

,,,~ I胎 tan.燒成牝翫． I'5惰．｀―邸

""' 謁t
Ii班色を'itる．,_,,,, 波状文の澤u::1.t,: 片ではないのかもしflない．

"'凜
胎I心砂拉やや多L.蜆成はJミ好． 1, ~, 負. 4-lla 

印戸

＂ 
貧炊渇色を呈l内りと Liこ灰絨り．

~s 透L:よ ~ii か．

4サ凛 祐.t.,:罐砂を多く含む．邊成は良奸． li4l洟. 4~s1 
畑 ． 内面灰色外繭tよ茶灰色て灰械IJ,籍がf寸疇中

島 9 遺Jlは4鑽ずつか▲

'.  窯I 
駐土1ょ良、饒成a. ,_,. 

9図I “ ；鳩 内釦は灰色｀外面ほ灰娠ヽ1で賞灰色．

4号賓 〇怪 JI9 転土に編砂位を含む．燒成良． 1/8残. 4-26 

"記 "身
岩高 43 ＂面ラ"臼灰色 外面9か墓哀貧を灰邑

出●和鼻 啜醤径 14 3 ヘ スズ『l/1左回.,. して造成Lている．

'.  窯

口怪 11.4 紗位をきl>hて多く含む．焼成良．内外ともに暗灰色を呈する． 元彩． ,_認
↓匹 ． 蕃郎高径 .. へそヶズ＇』は石謳國分 ., . 

． 受 14.0 点みの霞しい あ 'l•

,., 窟 拾土はやや親灰い誡．嬌咸良好．灰貴色を呈する． ,, り残. 4-匹

畑 鯰古 内外ともに ,I• 
． 

4号窪
口径ね.8 砂拉峯L..焼熟斑成ふつう．橙賃色を琵する． ,土,,鯰残;". ,_卵

螂 擾 沃厩
II 径 24.3 外直嗣部に 2つ．また尉・ド字に煤付着．

員渇士

1号竪穴
n 逗 10.0 駐土に編紗を若-f含む．繊成は良好． 1,a残, TIOZ 

TIO! ，，蓋 内外ヲとも灰色左を呈回すりる．

理士
ヘャズ,,は ． 

i号
口怪 u.o 狛土に繍砂を多く含む。:焼威は良好， 1/2残， Tt03

TIO? 
＂ 

内iii:::.貫灰色右．外面')は 色を呈する．

上画
ヘラヶでJrj: 固 ． んでいら，

1号
口祖 15.0 胎:t.に繕砂をやすや多く含む．燐成rJ:良好． l/6棧, Tl04 

n四 “ 
内外.面とも.,う い灰り色．

涅士
へ~ ケズは右国I • 

1号
口怪 12.0 胎土は良．饒成は竪徴．黒 3/5預!. Tl06 

T104 ％身 器高ヽ.5 内面は灰白色 回外繭り9よ 灰色瞼．着

理土
受駆径 14.4 ヘラケズ •Jlj:左． ．奎が している．

1号
裾程； 9.6 胎士は良．蜆成／え琴緻． l/4残. T!05 

遺内iiiLは賞方白色．外濁は註柏で註灰色．TlOS 畠埒
は3 • 

理土

1号
ロ穫お.2 胎土に砂粒を少し含む．焼成ヽJ:ふつう． ほぼ完影, Tl-I 
彗大高嗣 笠．． 灰外色面上～鴫手灰は灰色．歓り．Tl06 虔
最径

坦土 ... , 
2号
口涯 14.0 胎±.は良。続成はややあまい． 2/S残• T匹3

Ta,1 沐量
器高 4.0

灰ヘ色ラをケ呈ズす,,,,る．右回り．

2号
口径 12.8 胎土に砂位多L.絶成は堅諭． 1/10残歪みが著しい
羞高 4.2 紫灰撼色を呈す左る． T匹T202 “ 受艇径 15.3 ヘラケズりは回り．

-78-

L 

j 



稲"'"焼原懇躇訂出.ti.骰観烈及⑳

直書 物サ 謁糟 出遷 屯t 注量'・'""リ 胎土・蠍虞・色調その鱚 鳴身t穫存禎鼻暑号血J

3号嵯？
口樟： 10.6 給LIi曝灰紗色多く釦,•I.· 紗求色H～鳥含む． 彎釦9良好． ,n汽， T.JOI

T≫I 量 Viiliは ｀外ょ ． 

懇色t

iI , 匹
3サ讐て
a ii 12s 

駐滋 l::i色ょn.¥熾す成る“ ;1堅識． t,SK. T函

!f. 量
若絲 ~8

ヘ沃9ヶをズ'"' 回"・.~, 董

,. 繁完 n 径 14.0 姑む3躙紗を峯｝＜含む翌．ヤ織る成はR好． 114残• Tぶ,2
匿漏 S.7 ＂外う●とも 色回を" T匹 ” へ ャズ •ll1li. ~ 外:J<:i井郎にへう紀号．

燦邑t

,. 覧冗 n 佳 15.0 祐rに編砂嗜を灰●色く含む鳳． 鍵灰直懺"良好． 1;4訴残,T305 

T四 ． 内外直とも ～で り．

2 層

3号 〇恒:： 11.9 灰馳土に褐砂色ズ... を,,呈す,回.る.. 成"略編．
6/1残• T瑯

S.6 
Tぶ 杯身

赤"●29 受匿謳 H.? ヘ賃9ケ 9よti ．,. 

3号蟹穴 口恒： 12:.2 納土"●纏砂灰を若色十含む．熾虞"-""、 lt4残. T3吟

T露 “ 
会瓢往 u.o 円外とも ・

貫 I

3鷺豊穴 口 径径 12.8 祐紫褐土；色•Aを.里紐する"餐織， 1/環, T30) 

TJO' ． 
愛郎 15.3 

ヘラケX1J/よ左．回,,.
愚 l鴫

3号 受繹径 16.0 給内土にiii細とけも茶を灰多色饂く含む． 鼈成はややあまい． 1/6残• T四

T蕊 ＂ ヘ外ラケX11は右 ． り．外伍艇iこヘラ記号．
衰 1

3号 .. 擢 高怪 ., ,., 透給賃土は緑は良色3．方で縫釦が~Ill 3/5残. T307 

T額 嘉ヰ
赤"●2 9 

阪!.. 内.外とし灰．誡り．

3号 皇餞 9.2 灰給褐土は色良で．外膏燒成"は臭堅色置を．呈す．
l/51視．摺鉢か．

T3l0 .. T露

黒色土

3号愛穴 寵径 32.0 灰胎土色はを良呈す．蜆る．成,... _ 1/6喪， T函

T311 醤古
2 層

9号
口径 1S.8

灰給土黒は色ケ良をズ．呈,,1熾る成1よ緊繊．
1/6現 T4吟

T_,I “董 ヘラ は左．國り・
l 層

9号 口匹経 lZ.9 狛赤土茶』色こ紗を粒呈すを"る。とんど含まず． 鑢成は良． 1/5残• T瞑

T如 杯身
受 15.0

最下層

4号豊穴 給灰青土隋色良を．里鍼す成る．1よ良好．
T4-4 

T僻 塁台
1-2層

号ヽ蟹穴 灰＃給土文•は-あ良内り．面．饒"灰成"賞-"色・を呈し．内外ともに沃櫨.. l/5員. T4-1 

T紐 ． 

” 
9号 貼賞土灰謁は良色．、 鍼外成ill1灰ょ懺罠緻． 槽北ヤ"観い．

l/8隕， T4-2

T蜘 ． 

” 
号ヽ璽穴 灰駐土買"色良を．呈織し載．』内9墨外繊と．もに灰櫨り．

I/磁 T4-3

T螂 ． 
鼻
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n 石 1l 出鍵 “ t 法量 cfal 袷 t. . 最皮・色調その鎚 量身1 畏仔-~鍼書如）

9号
a 程： 17.6 

祐貢 t;;ttをでtigみす'-6t.'.亀出がI•追． 1-'6穫. T噌10

T船？ 暴 生k艤色" る．t・ll 

い号駐穴 n 径 !S. 0' 胎l.;色ょa.蟻す成iが1這． I a残. TUI 

今咤鑢碁 をゼ る,.. 暉 頃
けであ,l,,.内由にネズミ門諭縞あり．

還 t

9雑穴 瀑古径 ILO 駐上に紗u生す多るL-. 嶋虞iがむ途． I 2蹟. T4l2 

T40, ＂ 北＊荼鴫け●のをよう"・． 
l・2層

●号呈穴
漏口往： 5,.6 u戌生褐鰻.色",aを・呈.す蠍,.る．,. 途． IA讀, TU8 

T4l1) ． 

、..穴
a 程 9.2 監およ良上竪菱す胄成る蠅』11≫まい．

l T4t.N51桟5苫．．燒逗i:.誌？
TOI 墳 一口檀次色大触をの ． "わからない．

1・が暑

9号墨'
I! 琵 l-1.0 帖内士外に頭蠣と砂もかとや鴫や素色多、く含む． 熾成"良好． 1:a讀1-1．土綽醤

T-tl2 復
r, 

I・i薯

9号竪穴
口佳 22.1 駐むこ品u呈す多!... 蜆威はあ菫..... I"●残". ,,.. 

n1a ” 
碩；褐色を る“

． 

9号聾穴
口径 13.0 貼＃土茶は色砂．校多（橙い． 邊 iよふつぅ． l S残13．エ緬醤

T』" ＂ 
H 

5号竪穴
口 {l 17 0 駐土は黒良灰．熾色咸．は雫面轟は 1:8残. T500 

T501 斗蓋
外函は 内 灰．鴫色で外直灰纏＇）．

9号詈穴 U 経嵩 1 4 . 4 結土""貫ズ灰位.,を色,,少外国L含面りむ 縫灰虞色"一ふ星灰つ色う．で灰
1/2: 蒻現 T501 

T匹 ． II ,i,_z 内ヘ面ラはケ 左． は．． 貫 蓋').

5号
口経： 11.0 貼賀土"良色 攣虞"喪とも し？賎. T如

T磁 ． 沃鵡~-内外 し灰鍼り．

5号琶穴
口恒 lヽふ

結外外土涵は良灰瓢．鴫色手攣持成．は讐織．灰
』JS見 T傘

T四 霞 天は井 " 内ちへ禰は..白ズ色＇） ．． 

5号 口径董身l.f.5 枯贄土灰i,色Qを.呈鰻L虞,"外竪画緻灰．懺,. J/4賎• T霙

T臨 " 受謳径 ""・・' ' 
”凄穴
口匹径 11.6 飴青灰土に色ャ砂をズ粒呈すをやや含む． 鴫成は良⇒ 1/8讀• T躙

T臨 外身
量： 14.Q 

ヘラャ リはli:る．iill). 

5号 ロ縣径径 ll!.7 灰胎土色にを妙里位するを少．し含む．雙成"ふつう． 1/5隕. T函

T珈 ． 受 15.0

5如 口螂複廷 l』2
鯰ヘ内土繭9灰にヶ謳色ズ砂．''位"外左繭を少"國灰し9言含色む一．黒焼灰虞色"．良．

1/5覆 T函

T細 ” 
全 16.7

5号
罷廷 8.8

透駐外画土しははは良貫3灰．方色だ熾成、ろば内う．墜籠職は灰．色で灰蟹り．
1/ヽ喪. T額

T509 裏杯

械"'"焼庫窯鰭群出.t.t註観店北⑳
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